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Construction of Sacred Places around Asia under Japanese 
Power and Establishment of Nikka-Shinzen Kusabi-Kannon 

Hōsankai and Daitōa Kannon Sangōkai

ŌSAWA Kōji

Summary 
Hōsankai 奉賛会 or sangōkai 賛仰会 (service associations) supported the activities 
of Japanese Buddhist organizations. These associations had a support group that 
assisted religious activities and acted to achieve political objectives through war.

This paper focuses on two organizations that collaborated in the construction 
of the Greater East Asia Co-prosperity Area. The first is the Nikka-Shinzen 
Kusabi-Kannon Hōsankai (Service Association for the Avalokiteśvara of Japan - 
China Friendship), which was involved with the Zōjōji temple in Tokyo and was 
chaired by KOISO Kuniaki of Japanese Imperial Army General. The second is 
the Daitōa Kannon Sangōkai (Service Association for the Avalokiteśvara of the 
Greater East Asia Kannon), which attended to the Sensōji Temple and was headed 
by OGASAWARA Naganari of the Japanese Imperial Navy Vice Admiral.

These two associations planned to build temples and sacred places on pil-
grimage routes, aiming at the spiritual union of Asian populations who believed 
in the bodhisattva Avalokiteśvara, a familiar figure in Mahayana Buddhism. 
These temples in Tokyo were founded by the service associations in collabo-
ration with the government policy to expand the influence of Buddhism in Asia 
and take advantage of the religious authority and Buddhist beliefs of Japanese 
military officers.

霊場建設と日本勢力下のアジア
─日華親善楔観音奉賛会と大東亜観音讃仰会の成立─

大 澤 広 嗣
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霊
場
建
設
と
日
本
勢
力
下
の
ア
ジ
ア

─
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
と
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
成
立

─
大

澤

広

嗣

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
小
磯
国
昭
／
小
笠
原
長
生
／
満
洲
（
中
国
東
北
部
）
／
華
北
（
中
国
北
部
）
／
巡
礼

は
じ
め
に

宗
教
団
体
で
は
、
活
動
の
賛
助
や
支
援
を
す
る
関
連
組
織
を
置
く
場
合
が
あ
る
。「
奉
賛
会
」（
奉
讃
会
）
又
は
「
賛
仰
会
」

（
讃
仰
会
、
鑽
仰
会
）、「
崇
敬
会
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
仏
教
寺
院
で
は
前
二
者
を
名
称
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
組
織

は
、
宗
教
団
体
と
は
別
個
に
設
立
し
て
、
在
家
信
者
の
主
体
、
又
は
教
師
と
信
者
が
共
同
で
運
営
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
形
態
は

様
々
で
あ
る
。

か
つ
て
昭
和
戦
時
期
に
活
動
し
た
奉
賛
会
及
び
賛
仰
会
は
、
宗
教
活
動
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
戦
争
遂
行
の
た
め
政
治
的

な
目
的
で
活
動
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
聖
徳
太
子
奉
讃
会
は
奈
良
の
法
隆
寺
の
活
動
を
支
え
た
が
、
戦
時
中
は
日
本

精
神
の
象
徴
と
し
て
の
太
子
を
宣
伝
し
た
。
真
如
親
王
奉
讃
会
は
、
日
本
が
占
領
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
親
王
の
大
仏
建
設
を
目

指
し
て
い
た（

（
（

。
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本
論
で
は
、
政
治
的
な
目
的
を
含
ん
だ
奉
賛
会
及
び
賛
仰
会
を
取
り
上
げ
る
。
事
例
と
し
て
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
に
協

力
す
る
宗
教
施
設
や
巡
礼
霊
場
な
ど
の
建
設
に
関
わ
っ
た
、
観
音
信
仰
に
基
づ
く
二
団
体
を
見
る
。
第
一
に
陸
軍
大
将
小
磯
国
昭

（
一
八
八
〇
～
一
九
五
〇
）
が
総
裁
を
務
め
て
浄
土
宗
増
上
寺
が
関
与
し
た
「
日
華
親
善
楔く

さ
び

観
音
奉
賛
会
」、
第
二
に
海
軍
中
将

小
笠
原
長
生
（
一
八
六
七
～
一
九
五
八
）
が
会
長
を
務
め
て
天
台
宗
浅
草
寺
（
現
・
聖
観
音
宗
の
総
本
山
）
が
中
心
と
な
っ
た

「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
」
で
あ
る
。

課
題
設
定
の
理
由
を
述
べ
る
。
仏
教
に
は
、
特
定
の
如
来
や
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
の
諸
形
態
が
あ
る
が
、
両
団
体
が
関
わ
る
観

音
信
仰
は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
に
て
、
そ
の
救
い
が
説
か
れ
る
。
慈
悲
を
象
徴
す
る
仏
ゆ

え
に
、
宗
派
を
問
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
広
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
軍
人
の
中
に
も
観
音
を
信
じ
る
者
が
多
く
い
た
。
著
名
な
例

で
は
陸
軍
大
将
の
松
井
石
根
を
想
起
す
る
が
、
本
論
の
事
例
と
異
な
る
点
が
あ
る
。
松
井
は
、
個
人
の
発
願
で
静
岡
熱
海
に
興
亜

観
音
を
建
立
し
た
。
本
論
で
は
、
仏
教
界
及
び
宗
派
内
で
政
治
的
な
影
響
力
を
持
っ
た
大
本
山
級
の
寺
院
に
よ
る
動
き
を
、
事
例

に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
戦
時
下
の
宗
教
団
体
は
、
こ
れ
ら
の
外
郭
団
体
を
作
る
こ
と
で
、
教
師
と
信
者
の
み
な
ら
ず
、
時
に
政

府
や
軍
部
を
巻
き
込
ん
で
、
宗
教
を
通
じ
た
文
化
工
作
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
寺
院
側
で
は
、
僧
俗
一

体
の
事
業
で
あ
る
こ
と
を
演
出
し
た
の
で
あ
る
。

本
論
表
題
の
「
霊
場
建
設
」
に
つ
い
て
、
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
は
東
京
に
て
観
音
堂
を
建
立
し
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
は

ア
ジ
ア
各
地
に
観
音
巡
礼
霊
場
の
建
設
を
目
指
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
は
宗
教
活
動
と
は
い
え
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
建
設
協
力
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
創
出
運
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
両
団
体
と
も
、
日
本
軍
の
将
校
が
関
わ
る
が
、
旧
軍
の
制
度
に
お
い
て
将
校
は
現
役
を
引
退
し
て
予
備
役
に
な
っ
て
も
、

終
身
官
と
し
て
官
職
名
の
使
用
と
待
遇
が
な
さ
れ
た
。
本
論
で
取
り
上
げ
る
小
磯
と
小
笠
は
、
予
備
役
の
編
入
以
降
の
こ
と
で
あ

る
。
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近
現
代
日
本
の
宗
教
史
研
究
に
お
い
て
、
従
前
の
成
果
で
は
、
宗
派
や
寺
院
、
僧
侶
や
信
者
な
ど
を
視
点
に
議
論
が
展
開
さ
れ

て
き
た
た
め
、
活
動
を
支
援
し
た
奉
賛
会
等
は
、
大
事
な
存
在
な
が
ら
も
、
研
究
の
視
野
か
ら
抜
け
落
ち
て
き
た
。
観
音
信
仰
に

注
目
し
た
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
及
び
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
言
及
し
か
な
か
っ
た（

（
（

。

以
降
に
本
論
で
は
、
戦
争
と
い
う
非
常
時
に
お
け
る
、
奉
賛
会
及
び
賛
仰
会
の
宗
教
活
動
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

一

日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
の
事
前
準
備

（
１
）
南
京
で
の
観
音
発
見
か
ら
小
磯
邸
の
安
置
ま
で

日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
は
、
中
国
で
観
音
像
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る（

（
（

。
日
中
戦
争
の
勃
発
を
経
て
一
九
三
七
（
昭

和
一
二
）
年
一
二
月
、
日
本
軍
は
南
京
を
占
領
し
た
。
翌
年
五
月
、
南
京
郊
外
の
中
山
陵
（
孫
文
墓
）
南
方
に
て
、
日
本
軍
部
隊

は
中
国
軍
が
築
い
た
防
護
陣
地
に
あ
る
塹
壕
の
排
水
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
あ
る
兵
士
が
鍬
を
振
り
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
、
土
中
か

ら
偶
然
に
観
音
像
が
発
掘
さ
れ
た
。
高
さ
八
寸
（
約
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
象
牙
製
の
観
音
像
で
、
南
京
特
務
機
関
が
保
管

し
た
。
同
じ
く
南
京
で
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
が
一
九
四
二
年
に
発
見
さ
れ
る
が
、
や
は
り
日
本
軍
の
土
木
工
事
の
際
で
あ
っ
た（

（
（

。

一
九
三
九
年
二
月
、
東
京
市
麻
布
区
芝
森
元
町
（
現
・
東
京
都
港
区
東
麻
布
）
の
小
磯
邸
に
、
日
華
文
化
研
究
所
の
総
務
理
事

で
あ
り
軍
属
の
佐
藤
清
作
が
、
中
国
か
ら
訪
ね
て
き
た
。
南
京
か
ら
観
音
像
を
携
え
て
の
一
時
帰
国
で
あ
っ
た
。
し
か
る
べ
き
人

物
に
託
す
べ
く
、
実
業
家
の
成
富
道
正
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
小
磯
の
推
薦
を
受
け
た
と
い
う
。
し
か
も
佐
藤
は
、
杭
州
霊
隠
寺

住
持
の
呉
済
時
の
鑑
定
に
よ
る
、
仏
像
が
由
緒
あ
る
旨
の
証
明
書
を
持
っ
て
い
た
。
小
磯
家
で
は
、
毎
朝
仏
前
で
読
経
す
る
こ
と
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を
知
っ
て
い
た
成
富
は
、
小
磯
が
熱
心
な
仏
教
徒
だ
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

佐
藤
か
ら
経
緯
を
聞
き
、
小
磯
は
説
明
し
た
。
読
誦
す
る
の
は
、
実
子
六
人
を
亡
く
し
近
年
は
両
親
が
没
し
た
供
養
の
た
め
で

あ
り
、「
特
別
に
熱
心
な
仏
教
信
者
と
い
ふ
の
で
は
な
い
」（

（
（

と
い
う
。
そ
れ
で
も
差
し
支
え
が
な
け
れ
ば
預
か
り
自
邸
仏
壇
に
安

置
し
て
毎
日
勤
行
す
る
が
、
盗
難
が
あ
っ
て
も
責
任
を
負
わ
ず
、
も
し
自
分
が
他
所
に
奉
安
す
る
時
は
対
応
の
一
任
を
条
件
に
出

し
た
。
佐
藤
は
こ
れ
に
快
諾
す
る
。
以
降
、
小
磯
家
で
は
観
音
像
が
あ
る
仏
壇
前
で
供
養
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
小
磯
の
知
人
が
、「
霊
媒
者
と
い
ふ
の
か
、
神
が
か
り
と
い
ふ
の
か
、
宮
崎
県
出
身
」（

（
（

の
人
物
と
訪
ね
て
き
た
。
そ

の
者
に
、
観
音
像
の
取
り
扱
い
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
観
音
像
を
奉
安
す
る
堂
宇
の
建
立
を
進
言
さ
れ
た
。
建
設
計
画
の
即
断
を
求

め
ら
れ
た
小
磯
は
、
そ
の
場
で
実
行
を
明
言
し
た
と
い
う
。

陸
軍
大
将
で
あ
る
小
磯
は
、
先
の
一
九
三
八
年
七
月
に
予
備
役
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
九
年
四
月
の
平
沼
内
閣
で
拓
務
大
臣

と
な
り
、
米
内
内
閣
で
も
留
任
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
七
月
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。

（
２
）
日
華
親
善
楔
観
音
堂
の
建
設
準
備

小
磯
は
、
固
く
決
心
し
た
。
知
人
が
帯
同
し
た
人
物
は
、
平
素
か
ら
交
際
が
な
い
と
は
い
え
、
観
音
像
を
作
る
と
約
束
し
た
の

に
反
故
に
す
る
の
は
、
自
身
の
気
分
が
損
な
う
と
考
え
た
。
つ
い
に
、
観
音
堂
の
建
立
を
発
願
し
た
の
で
あ
る
。

前
記
し
た
「
特
別
に
熱
心
な
仏
教
信
者
と
い
ふ
の
で
は
な
い
」
と
は
、
敗
戦
後
に
書
か
れ
た
自
叙
伝
か
ら
の
記
述
で
は
あ
る
が
、

山
形
県
の
士
族
出
身
で
あ
る
小
磯
の
「
家
は
仏
教
徒
で
代
々
日
蓮
宗
」（

（
（

で
あ
っ
た
。
専
門
誌
『
宗
教
公
論
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

観
音
像
の
受
贈
を
受
け
た
頃
の
小
磯
は
、「
之
を
持
仏
室
に
安
置
し
、
朝
夕
参
拝
せ
る
内
、
或
る
霊
感
を
得
て
、
之
を
私
仏
と
な

す
に
忍
び
ず
、
普
く
天
下
に
公
開
し
て
、
日
華
親
善
の
楔
と
も
し
て
奉
斎
す
べ
く
発
願
」（

（
（

し
た
と
い
う
。
熱
心
な
仏
教
信
者
で
は

な
い
と
は
、
小
磯
の
謙
遜
で
あ
ろ
う
。
自
宅
内
に
は
天
照
大
神
を
祀
る
邸
内
社
が
あ
り
、
著
名
な
神
道
家
で
あ
る
今
泉
定
助
を
招
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き
鎮
座
祭
を
行
う
な
ど
、
神
仏
を
篤
く
尊
崇
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。

小
磯
は
、
観
音
堂
建
設
の
原
案
を
考
え
た
。
伽
藍
は
奈
良
の
法
隆
寺
夢
殿
（
本
尊
救
世
観
音
）
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
建
設
資
金

の
勧
募
を
行
い
、
候
補
地
は
東
京
市
所
管
の
浅
草
、
上
野
、
芝
の
三
公
園
の
い
ず
れ
か
と
し
た
。
調
達
資
金
の
う
ち
建
設
費
の
残

額
は
今
後
の
維
持
費
と
し
て
、
建
立
後
は
堂
宇
と
と
も
に
東
京
市
へ
の
寄
附
を
計
画
す
る
。
同
市
長
の
大
久
保
留
次
郎
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
市
民
局
公
園
課
長
の
井
下
清
に
話
を
通
し
、
敷
地
は
増
上
寺
の
あ
る
芝
公
園
内
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。
小
磯
の
遠
縁

者
の
仲
介
で
、
建
築
家
の
内
藤
多
仲
に
設
計
を
依
頼
し
て
、
佐
々
木
孝
之
助
が
建
設
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
佐
々
木
の
父
岩
次

郎
は
帝
室
技
芸
員
で
、
か
つ
て
増
上
寺
大
殿
（
一
九
二
二
年
竣
工
）
の
設
計
に
関
与
し
た
の
で
、
親
子
二
代
で
同
寺
の
伽
藍
造
営

に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

小
磯
の
自
伝
に
は
、
仏
教
界
の
関
与
は
述
べ
て
い
な
い
が
、『
宗
教
公
論
』
は
詳
し
く
伝
え
る
。
一
九
四
二
年
一
月
上
旬
に
芝

公
園
内
の
料
亭
紅
葉
館
に
て
、
小
磯
は
仏
教
各
宗
派
の
代
表
者
と
井
下
清
等
を
招
待
し
て
協
力
を
依
頼
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

当
該
観
音
堂
の
建
設
が
仏
教
教
化
運
動
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
賛
成
の
意
を
表
し
、
特
に
「
遠
く
大
陸
の
郷
土
よ
り
笈
を
負
ふ
て

皇
都
に
学
ぶ
、〔
中
華
〕
民
国
留
学
生
の
望
郷
心
に
訴
ふ
る
聖
財
と
し
て
、
此
の
尊
像
を
東
京
芝
公
園
地
内
に
、
八
角
堂
を
建

て
ゝ
安
置
す
る
こ
と
ゝ
致
し
た
い
と
の
〔
小
磯
〕
閣
下
の
発
願
」（

（1
（

が
全
面
的
に
承
認
さ
れ
、
市
公
園
課
も
異
議
な
く
了
解
し
た
。

竣
工
後
に
は
仏
教
各
宗
派
が
輪
番
で
住
職
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
付
け
で
、
小
磯
の
名
義
で
趣
意
書
を
作
成
し
た
。
書
面
に
次
の
文
言
が
あ
る
。

事
変
に
戦
没
し
た
日
本
将
兵
は
護
国
の
神
と
し
て
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
す
か
ら
、
幾
分
冥
ず
る
こ
と
が
出
来
る
と
思

ひ
ま
す
が
、
之
に
反
し
中
華
民
国
将
兵
の
英
霊
の
み
は
何
処
に
往
く
べ
き
や
も
判
ら
ず
、
彷
徨
ひ
居
る
有
様
で
す
。
之
を
其

の
儘
に
放
擲
し
て
顧
み
ぬ
こ
と
は
、
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
を
目
指
し
て
進
む
吾
等
日
華
同
人
の
到
底
忍
び
得
な
い
所
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
／
…
…
就
い
て
は
今
回
同
人
胥あ

い

謀
り
浄
財
の
喜
捨
を
受
け
て
一
観
音
堂
を
建
立
し
、
其
処
に
此
の
九
寸
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像
を
安
置
し
て
之
に
戦
没
日
華
将
兵
の
英
霊
を
合
祀
供
養
致
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
事
変
に
依
つ
て
醸
さ
れ
た
日
華
両
国
民
相

互
の
怨
恨
を
幾
ら
か
で
も
払
拭
す
る
上
に
貢
献
し
、
又
以
つ
て
東
亜
民
族
共
栄
の
礎
と
も
な
ら
う
か
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま

す（
（1
（

。

先
の
記
事
で
は
「
民
国
留
学
生
の
望
郷
心
に
訴
ふ
る
聖
財
」
と
あ
り
、
趣
意
書
に
中
国
側
も
含
め
た
戦
死
者
を
慰
霊
す
る
と
さ

れ
、
ま
さ
に
日
本
と
中
国
の
共
存
共
栄
を
目
指
す
、
親
善
と
追
悼
の
霊
場
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

観
音
堂
は
一
棟
だ
け
の
建
設
の
た
め
、
多
額
の
資
金
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
一
般
か
ら
の
寄
附
は
行
わ
ず
、
一
口
千
円
以
上

の
大
口
だ
け
を
受
付
け
、
各
財
閥
や
仏
教
界
、
実
業
家
、
小
磯
の
知
人
な
ど
に
呼
び
掛
け
て
、
一
九
四
二
年
五
月
ま
で
に
建
設
資

金
二
五
万
円
を
調
達
し
た
。

し
か
し
戦
時
下
の
た
め
、
建
設
資
材
が
統
制
さ
れ
、
希
望
す
る
荘
厳
な
建
築
物
に
は
仕
上
が
ら
な
い
見
込
み
か
ら
、
ひ
と
ま
ず

暫
定
の
仮
堂
と
し
一
九
四
三
年
六
月
に
着
工
し
た
。
観
音
堂
の
場
所
は
、
増
上
寺
境
内
の
五
重
塔
西
北
側
の
広
場
と
な
っ
た
。
現

存
す
る
丸
山
古
墳
の
近
く
で
あ
る
。
実
業
家
で
茶
人
の
横
井
半
三
郎
の
意
見
で
、
観
音
像
は
秘
仏
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
通
常
の

寺
院
に
安
置
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
々
が
自
然
と
拝
む
荘
厳
な
様
貌
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
秘
仏
に
前
立
仏
を
安
置

す
べ
く
、
高
村
光
雲
に
師
事
し
た
彫
刻
家
の
山
崎
朝
雲
に
観
音
像
の
制
作
を
依
頼
し
て
、
小
磯
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
日
華
親

善
楔
観
音
」
と
名
付
け
た
。『
朝
日
新
聞
』
は
、
写
真
付
き
で
こ
の
観
音
像
を
紹
介
す
る
。
如
意
輪
に
見
え
る
円
状
の
光
背
を
持

ち
、
足
を
曲
げ
な
い
全
跏
趺
坐
の
状
態
で
椅
子
に
腰
を
掛
け
た
倚
像
に
見
え
る
（
図
１
）（

（1
（

。
記
事
は
特
記
し
な
い
が
、
南
京
で
見

つ
か
っ
た
観
音
像
で
は
な
く
、
山
崎
が
刻
ん
だ
前
立
の
観
音
像
で
あ
ろ
う
。

小
磯
は
、
首
相
の
東
条
英
機
か
ら
の
要
請
で
、
一
九
四
二
年
五
月
に
朝
鮮
総
督
へ
就
任
し
た
。
京
城
（
現
・
ソ
ウ
ル
）
に
着
任

し
た
後
に
、
庁
舎
裏
手
に
あ
る
朝
鮮
総
督
府
美
術
館
で
の
展
示
会
を
視
察
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
朝
鮮
文
化
に
詳
し
い
同
府
編
輯

課
嘱
託
の
加
藤
灌
覚
の
制
作
に
よ
る
、
夢
殿
を
模
し
た
楽
浪
塗
厨
子
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
観
音
堂
に
納
め
る
の
に
は
最
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適
で
、
直
ぐ
に
財
団
へ
連
絡
し
て
購
入
し
た
と
い
う
。

興
亜
観
音
を
建
て
た
陸
軍
大
将
の
松
井
石
根
は
計
画
を

聞
き
、
小
磯
に
多
数
の
白
骨
を
託
し
た
。
大
陸
の
戦
場
で

日
中
の
ど
ち
ら
か
も
判
然
と
し
な
い
遺
骨
を
埋
葬
供
養
す

べ
く
、
松
井
は
知
人
か
ら
預
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小

磯
は
承
諾
し
て
、
観
音
像
の
厨
子
直
下
に
埋
葬
し
た
。

仮
の
観
音
堂
は
朱
塗
り
で
、
一
九
四
四
年
三
月
ま
で
に

完
成
す
る
。
正
面
に
掲
げ
た
扁
額
の
文
字
は
金
泥
で
「
日

華
親
善
楔
観
世
音
」
と
あ
り
、
東
晋
の
書
家
で
あ
る
王
羲

之
の
拓
本
か
ら
取
ら
れ
た
字
体
で
あ
っ
た
。

二

日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
の
組
織
と
活
動

（
１
）
増
上
寺
で
の
入
仏
式

日
華
親
善
楔
観
音
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
五
月
一
四
日
に
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
内
の
日
華
親
善
楔
観
音
堂
で
入
仏

式
が
行
わ
れ
た
。
外
交
儀
礼
上
、
一
旦
は
中
華
民
国
国
民
政
府
（
汪
兆
銘
〈
汪
精
〉
政
権
）
に
仏
像
を
返
還
し
て
在
京
大
使
館
に

安
置
す
る
こ
と
と
し
、
改
め
て
日
本
側
に
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
日
午
前
に
、
大
島
徹
水
（
増
上
寺
法
主
）
の
導
師
で

法
要
が
進
む
。
奏
楽
に
乗
せ
て
蔡
培
（
中
華
民
国
大
使
）
が
入
場
し
て
、
小
磯
国
昭
に
目
録
が
贈
ら
れ
た
。
祝
辞
は
蔡
培
、
青
木

図 1 『朝日新聞』に掲載された日華親善楔観音
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一
男
（
大
東
亜
大
臣
）、
酒
井
日
慎
（
大
日
本
仏
教
会
会
長
）
で
あ
っ
た
。
法
要
に
は
名
士
ら
二
〇
〇
余
名
が
参
加
し
た（

（1
（

。

入
仏
式
に
先
駆
け
て
、「
財
団
法
人
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
」
が
大
東
亜
省
所
管
の
民
法
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
小
磯

は
、
大
日
本
仏
教
会
の
役
員
に
相
談
し
て
、
そ
の
斡
旋
で
奉
賛
会
を
設
立
し
た
が（

（1
（

、「
観
音
堂
ノ
維
持
ハ
勿
論
、
進
ム
デ
日
華
親

善
同
生
同
死
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
ガ
為
メ
ノ
文
化
工
作
ニ
モ
乗
出
ス
方
針
」（

（1
（

か
ら
法
人
化
し
た
。
当
時
の
大
日
本
仏
教
会
は
、
各
種
の

工
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
財
務
基
盤
の
安
定
下
の
た
め
に
財
団
設
立
を
助
言
し
た
の
で
あ
る
。
小
磯
は
多
忙
の
た
め
、
元
住

友
銀
行
幹
部
で
、
当
時
は
戦
時
金
融
公
庫
に
勤
務
し
て
い
た
名
村
豊
太
郎
を
法
人
運
営
の
代
理
人
と
し
た
。

観
音
像
の
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
事
前
に
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
。
合
意
は
、
奉
賛
会
・
増
上
寺
・
大
日
本
仏
教
会
の

三
者
で
行
わ
れ
、
立
会
者
は
文
部
省
の
官
僚
で
あ
っ
た（

（1
（

。
内
容
は
、
財
団
か
ら
運
営
の
諸
経
費
を
支
出
す
る
が
、
増
上
寺
に
境
内

仏
堂
と
し
て
管
理
を
一
任
す
る
も
の
で
、
仏
教
宗
派
を
保
護
・
監
督
し
た
文
部
省
が
後
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
日
本
仏
教
会
は

全
宗
派
を
代
表
し
て
、
財
団
と
増
上
寺
の
関
係
に
「
相
共
ニ
協
力
シ
テ
観
音
信
仰
精
神
ヲ
以
テ
日
華
親
善
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
」

と
賛
同
し
た
が
、
年
次
の
大
法
要
の
際
に
は
各
宗
派
管
長
が
輪
番
で
導
師
と
し
て
執
行
し
、「
其
ノ
場
合
増
上
寺
ト
円
満
ナ
ル
協

力
ヲ
旨
ト
ス
ル
コ
ト
」（

（1
（

と
の
条
件
が
付
い
た
。

こ
こ
に
楔
観
音
を
奉
安
す
る
増
上
寺
と
、
各
宗
派
が
参
加
す
る
大
日
本
仏
教
会
の
間
に
、
競
合
と
調
整
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
い

知
る
。
共
同
管
理
の
寺
院
の
前
例
と
し
て
、
明
治
期
に
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
か
ら
仏
舎
利
が
贈
呈
さ
れ
、
愛
知
県
に
建
立
し
た
日
暹

寺
（
日
泰
寺
）
が
あ
る
。
関
東
と
関
西
の
有
力
寺
院
の
間
で
、
誘
致
運
動
が
過
熱
し
た
が
、
解
決
せ
ず
和
解
策
と
し
て
中
間
の
名

古
屋
に
建
て
た
。
住
職
は
各
管
長
で
の
輪
番
と
す
る
超
宗
派
の
寺
院
で
あ
る
。
つ
ま
り
楔
観
音
の
場
合
、「
日
華
親
善
」
と
い
う

国
家
と
国
策
の
共
通
目
的
が
込
め
ら
れ
た
仏
像
を
、
増
上
寺
だ
け
が
独
占
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
宗
派
が
い
た
の
で
あ
る
。

入
仏
式
で
、
発
願
主
の
小
磯
が
祭
文
を
読
み
上
げ
た
。
観
音
に
込
め
た
日
中
友
好
へ
の
願
い
が
分
か
る
部
分
を
見
る
。

惟
ふ
に
本
尊
像
は
、
畢
竟
日
支
両
軍
の
縁
に
繋
が
り
世
に
再
現
せ
る
も
の
に
し
て
、
日
華
親
善
回
生
共
死
の
宿
命
を
、
両
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者
の
楔
と
な
り
て
衆
生
に
暗
示
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
観
る
へ
く
、
後
須
叟
に
し
て
南
京
に
中
華
民
国
新
政
府
の
出
現
を
見
、

日
華
の
親
善
日
に
敦
く
、
相
携
へ
て
巨
歩
を
大
東
亜
戦
争
の
完
遂
に
進
む
る
に
至
れ
る
も
亦
宜
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
…
…
本

日
を
卜
し
て
特
に
貴
顕
有
志
諸
彦
の
御
参
列
を
得
、
恭
し
く
入
仏
入
眼
の
式
を
挙
行
す
る
に
方
り
、
菩
薩
の
弘
誓
尚
く
は
正

に
世
音
を
大
観
し
て
大
東
亜
建
設
の
彼
岸
到
達
を
十
全
な
ら
し
む
る
為
、
益
々
日
華
の
親
善
敦
厚
を
冥
佑
せ
ら
れ
ん
こ
と
を（

（1
（

。

以
降
、
毎
月
一
四
日
に
在
京
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
増
上
寺
僧
侶
の
読
経
で
供
養
を
行
っ
た
。
辞
職
し
た
東
条
内
閣
の
後
を
受

け
て
、
小
磯
は
一
九
四
四
年
七
月
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
。
戦
局
打
開
を
目
指
し
た
が
好
転
せ
ず
、
一
九
四
五
年
四
月
に
退
陣

し
て
、
鈴
木
貫
太
郎
が
後
を
継
い
だ
。
小
磯
内
閣
は
観
音
奉
賛
活
動
と
共
に
、
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

（
２
）
敗
戦
か
ら
財
団
解
散
ま
で

東
京
で
の
空
襲
が
激
し
く
な
り
、
財
団
側
が
増
上
寺
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
楔
観
音
像
二
体
は
、
境
内
に
あ
る
石
造
の
納
骨
堂

に
て
仮
安
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
二
五
日
の
空
襲
で
、
増
上
寺
は
境
内
正
面
の
三
解
脱
門
な

ど
を
残
し
て
、
大
堂
や
徳
川
家
霊
廟
、
五
重
塔
な
ど
多
く
の
境
内
建
物
が
焼
け
落
ち
た
。
小
磯
に
よ
れ
ば
、
観
音
堂
は
残
っ
た
が
、

増
上
寺
の
近
隣
に
あ
る
自
邸
は
焼
失
し
た
と
い
う（

（1
（

。

敗
戦
後
に
小
磯
は
、
Ａ
級
戦
犯
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
貨
幣
価
値
が
下
が
り
、
財
団
で
は
基
金
の
利
子
以
外
は
収
入
が
な
く
運

営
は
困
窮
す
る
。
獄
中
の
小
磯
は
、
関
係
者
と
相
談
し
て
、
一
九
四
九
年
に
増
上
寺
へ
観
音
像
と
厨
子
、
建
物
、
基
金
を
寄
附
し

て
、
財
団
法
人
の
解
散
を
指
示
し
た
。
終
身
禁
固
の
判
決
を
受
け
た
小
磯
は
、
翌
年
に
獄
中
で
没
し
た
。
し
か
し
財
団
の
清
算
は
、

世
情
の
混
乱
か
ら
法
的
な
手
続
き
を
完
了
せ
ず
、
法
人
格
だ
け
が
残
っ
た
。

時
間
は
大
き
く
流
れ
、
財
団
法
人
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
は
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
一
月
二
一
日
付
け
で
、
主
務
官

庁
で
あ
る
外
務
大
臣
か
ら
「
法
人
設
立
許
可
取
消
処
分
公
告
」
が
出
さ
れ
、
法
人
格
が
解
散
し
た（

（2
（

。
同
日
に
外
務
大
臣
が
解
散
さ
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せ
た
他
の
法
人
は
、
財
団
法
人
興
亜
書
道
連
盟
、
社
団
法
人
満
鉄
社
友
会
、
社
団
法
人
日
華
労
務
協
会
、
医
療
を
行
っ
た
財
団
法

人
の
同
仁
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
も
奉
賛
会
と
同
じ
よ
う
に
、
敗
戦
後
は
対
ア
ジ
ア
事
業
の
目
的
を
失
い
、
長
く
休
眠
法

人
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
事
前
準
備

（
１
）
会
長
の
小
笠
原
長
生

続
い
て
、
海
軍
中
将
の
小
笠
原
長
生
が
会
長
を
務
め
た
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
」
を
取
り
上
げ
る
。
小
笠
原
家
の
宗
旨
は
日
蓮

宗
で
、
特
に
長
生
自
身
は
観
音
信
仰
に
熱
心
で
あ
り
、
仏
教
及
び
観
音
に
関
す
る
著
述
が
多
い（

（2
（

。

讃
仰
会
の
会
長
就
任
に
際
し
て
小
笠
原
は
、「
余
は
多
年
仏
教
を
奉
じ
観
世
音
菩
薩
を
信
仰
し
て
ゐ
る
故
に
先
般
浅
草
寺
〔
貫

首
〕
大
森
〔
亮
順
〕
大
僧
正
、
塩
入
〔
亮
忠
〕
僧
正
等
か
ら
大
会
々
長
の
推
薦
を
う
け
た
の
で
、
他
に
適
任
者
も
あ
る
と
信
ず
る

が
一
応
喜
ん
で
承
諾
し
た
次
第
」（

（2
（

と
い
う
。

会
長
就
任
の
詳
し
い
経
緯
は
、
後
年
に
小
笠
原
が
寄
稿
し
た
大
森
へ
の
追
悼
文
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
会
の
規
約
の
成
立

後
、
大
森
か
ら
「
自
分
が
副
会
長
と
し
て
助
力
す
る
か
ら
、
私
に
会
長
を
引
き
受
け
ろ
」
と
の
推
薦
が
あ
っ
た
と
い
う
。「
私

〔
小
笠
原
〕
は
本
よ
り
其
の
任
で
な
い
か
ら
、
固
辞
し
た
の
で
あ
る
が
、
強
て
の
お
薦
め
に
否
み
が
た
く
、
遂
に
上
人
の
御
前
立

に
な
る
覚
悟
」
で
引
き
受
け
た
。「
一
か
ら
十
ま
で
、
副
会
長
た
る
上
人
に
お
任
せ
し
て
、
総
て
其
の
お
指
揮
に
従
ひ
、
或
は
旅

行
を
共
に
し
、
或
は
前
後
し
て
演
壇
に
立
つ
等
、
分
に
応
じ
て
相
当
奉
仕
し
た
の
で
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
此
の
浄
業
も
、
実

現
に
至
ら
ず
終
戦
と
共
に
解
散
す
る
の
已
を
得
ざ
る
に
至
つ
た
」（

（2
（

と
述
懐
す
る
。
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以
前
か
ら
観
音
を
信
仰
し
て
い
た
小
笠
原
は
、
聖
観
音
を
本
尊
と
す
る
浅
草
寺
住
職
の
大
森
か
ら
の
強
い
勧
め
で
あ
れ
ば
、
引

き
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
浅
草
寺
と
海
軍
中
将
に
よ
る
協
働
の
背
景
に
は
、
相
互
に
宗
教
的
な
動
機
が
あ
り

な
が
ら
も
、「
大
東
亜
」
建
設
を
仏
教
界
の
な
か
で
先
導
し
よ
う
と
す
る
同
寺
側
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
大
東
亜
観
音
讃
仰
大
会

大
東
亜
観
音
讃
仰
会
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
六
月
一
二
日
に
、
東
京
九
段
の
軍
人
会
館
（
戦
後
は
九
段
会
館
）
に
て
大

東
亜
観
音
讃
仰
大
会
が
開
か
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

大
会
は
、
当
日
の
午
後
に
開
会
さ
れ
、
国
民
儀
礼
に
始
ま
り
、
大
森
亮
順
を
導
師
に
「
大
東
亜
戦
争
完
遂
祈
願
戦
没
将
兵
追
悼

法
会
」
が
行
わ
れ
た
。
松
井
の
祈
願
文
、
小
笠
原
の
大
会
趣
旨
、
酒
井
日
慎
の
讃
辞
が
あ
っ
た
。
祝
辞
と
し
て
青
木
一
男
（
大
東

亜
大
臣
）、
岡
部
長
景
（
文
部
大
臣
）、
蔡
培
（
中
華
民
国
大
使
）、
王
允
卿
（
満
洲
国
大
使
）、
デ
ィ
レ
ッ
ク
・
チ
ャ
イ
ヤ
ナ
ー
ム

（
タ
イ
王
国
大
使
）、
安
藤
正
純
（
大
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
理
事
長
）
か
ら
述
べ
た
。
日
本
百
観
音
を
代
表
し
て
平
幡
照
法
（
千

葉
銚
子
真
言
宗
円
福
寺
）
が
祈
願
文
を
読
み
、「
興
亜
仏
教
の
歌
」
が
ホ
ー
ル
に
響
い
た
。
そ
の
後
に
、
橋
本
博
（
毎
日
新
聞
特

派
員
）
の
講
演
「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
血
戦
談
」、
映
画
「
空
の
神
兵
」
等
が
上
映
さ
れ
て
閉
会
と
な
っ
た（

（2
（

。

大
会
で
は
、
活
動
の
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
主
た
る
事
業
は
、（
一
）
大
東
亜
観
音
三
十
三
霊
場
の
選
定
で
、
関
連
事
業
と
し

て
、（
二
）
各
国
語
に
よ
る
観
音
経
を
編
纂
出
版
、（
三
）
機
関
誌
の
発
行
、（
四
）
各
民
族
の
戦
死
者
及
び
殉
職
者
の
た
め
に
観

世
音
菩
薩
を
奉
安
す
る
供
養
堂
塔
寺
院
を
建
立
、（
五
）
大
東
亜
観
音
運
動
の
指
導
者
の
養
成
機
関
設
立
、（
六
）
各
国
間
で
の
学

僧
の
交
流
に
よ
る
学
術
・
思
想
・
文
化
の
発
展
、（
七
）
在
家
信
者
向
け
に
研
修
機
能
を
備
え
た
施
設
建
設
と
同
所
で
の
教
化
・

社
会
・
文
化
事
業
、（
八
）
図
書
館
と
研
究
機
関
の
設
置
を
計
画
し
た（

（2
（

。
霊
場
の
設
置
は
、
戦
没
者
の
供
養
の
意
味
合
い
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
大
会
は
、
ア
ジ
ア
各
地
の
仏
教
者
へ
の
呼
び
か
け
を
前
に
、
ま
ず
は
日
本
側
で
発
起
し
た
会
同
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で
あ
っ
た
。

讃
仰
会
の
最
大
の
目
的
は
、
日
本
の
観
音
霊
場
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
日
本
勢
力
下
の
満
洲
、
蒙
古
、
中
国
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、

イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
の
諸
地
域
に
跨
が
る
巡
礼
霊
場
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
観
音
札
所
の
霊
場
巡
礼
は
、
日
本
で
独

自
に
見
ら
れ
る
文
化
形
態
で
あ
る
。「
其
の
霊
場
を
中
心
と
し
て
仏
教
徒
の
提
携
を
計
り
信
仰
を
深
め
て
大
東
亜
聖
戦
の
意
義
を

理
解
せ
し
め
こ
れ
が
目
的
の
完
遂
を
期
す
る
と
共
に
東
亜
諸
民
族
永
遠
の
福
祉
を
増
進
し
観
音
信
仰
に
よ
る
大
東
亜
新
文
化
を
建

設
」（

（2
（

と
謳
わ
れ
た
。

本
事
業
は
、
表
向
き
に
は
日
本
百
観
音
（
西
国
・
坂
東
・
秩
父
）
の
各
霊
場
が
共
同
で
発
起
者
に
な
り
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会

を
設
立
し
た
と
い
う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
坂
東
霊
場
の
第
十
三
番
札
所
に
し
て
、
仏
教
界
で
の
有
力
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
、
浅

草
寺
が
本
大
会
の
企
画
を
牽
引
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
当
初
か
ら
讃
仰
会
事
務
局
の
名
義
は
、
大
日
本
仏
教
会
内
に
置
い
た（

（2
（

。
形

式
上
は
仏
教
各
宗
派
の
共
同
運
営
と
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
浅
草
寺
に
事
務
機
能
が
あ
っ
た
。
浅
草
寺
で
は
、
以
前
か

ら
傘
下
に
関
係
団
体
を
設
け
て
い
た
。
一
九
二
八
年
設
立
の
財
団
法
人
浅
草
観
音
大
慈
会
（
現
・
一
般
財
団
法
人
）
は
、
同
寺
で

の
社
会
や
福
祉
の
事
業
を
支
援
す
る
た
め
で
、
讃
仰
会
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。
既
存
の
観
世
音
世
界
運
動
本
部
は
、
観
音
信

仰
の
普
及
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
讃
仰
会
の
運
営
に
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。

（
３
）
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会

そ
の
後
は
、
ア
ジ
ア
側
か
ら
の
賛
同
を
得
る
べ
く
、
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
で
霊
場
建
設
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
一

九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
七
月
四
日
か
ら
五
日
ま
で
、
東
京
丸
の
内
の
大
東
亜
会
舘
（
現
・
東
京
会
舘
）
で
開
か
れ
、
主
催
は
大

日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
、
後
援
は
大
東
亜
省
、
文
部
省
、
鉄
道
省
な
ど
で
あ
っ
た（

（2
（

。
た
だ
し
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
主
催
で
は
な

い
。
大
会
で
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
仏
教
青
年
が
参
集
し
た
が
、
指
導
す
る
壮
年
以
上
の
仏
教
者
も
参
加
し
て
、「
共
栄
圏
内
青
年
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仏
教
徒
の
総
意
総
力
を
結
集
し
、
仏
教
を
通
じ
て
大
東
亜
戦
争
完
遂
に
協
力
し
、
大
東
亜
建
設
に
邁
進
せ
ん
」（

（2
（

と
の
目
的
で
挙
行

し
た
も
の
で
あ
る
。

大
会
は
、
満
洲
国
代
表
の
釈
禅
定
ほ
か
一
三
名
、
中
華
民
国
か
ら
華
北
代
表
の
周
叔
迦
居
士
ほ
か
七
名
、
華
中
か
ら
仁
山
法
師

ほ
か
七
名
、
華
南
か
ら
会
覚
法
師
と
鉄
禅
法
師
ほ
か
四
名
が
集
い
、
こ
れ
ら
の
地
域
や
南
方
か
ら
の
留
学
生
代
表
な
ど
三
〇
余
名
、

国
内
か
ら
四
百
余
名
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
大
東
亜
仏
教
青
年
会
の
結
成
、
そ
の
総
本
部
の
東
京
設
置
な
ど
、
重
要
な
議
決
が
行
わ
れ
た
。
決
定
の
一
つ
が
、

大
東
亜
観
音
三
十
三
霊
場
の
設
置
と
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
結
成
で
あ
る
。
讃
仰
会
は
、
す
で
に
日
本
側
だ
け
で
準
備
を
行
っ
て

い
た
が
、
讃
仰
会
主
事
の
壬
生
照
順
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
要
件
は
、
…
…
委
員
会
（
宮
本
正
尊
師
が
委
員
長
）
に
於
て
審
議
さ
れ

満
洲
国
代
表
そ
の
他
の
賛
同
に
よ
つ
て
通
過
さ
れ
、
総
会
に
於
て
は
安
藤
会
長
自
ら
報
告
し
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
」（

（3
（

と
い
う
。

な
お
本
大
会
を
経
て
、
大
東
亜
仏
教
青
年
会
の
総
本
部
創
立
総
会
は
、
一
九
四
三
年
一
二
月
一
九
日
に
大
東
亜
会
館
で
開
か
れ
、

初
代
会
長
に
安
藤
正
純
が
推
挙
さ
れ
た
。

四

大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
組
織
と
活
動

（
１
）
創
立
式

大
東
亜
観
音
讃
仰
大
会
の
開
催
及
び
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
の
決
議
を
経
て
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
で
は
霊
場
建
設
に
向
け
て
、

本
格
始
動
し
た
。

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
一
一
日
の
午
後
一
時
か
ら
、
浅
草
寺
の
観
音
堂
に
て
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
創
立
式
と
聖
戦
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必
勝
大
祈
願
会
が
行
わ
れ
た
。
創
立
式
で
は
、
国
民
儀
礼
、
大
森
亮
順
の
導
師
に
よ
る
法
要
、
小
笠
原
長
生
の
祈
願
文
奉
読
、
酒

井
日
慎
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
来
賓
代
表
と
し
て
、
松
井
石
根
、
高
階
瓏
仙
（
曹
洞
宗
管
長
）、
大
島
徹
水
が
献
香
を
し
た
。
最
後

に
、
讃
仰
会
副
会
長
の
荒
木
良
仙
（
真
言
宗
長
谷
寺
貫
主
）
に
よ
る
式
終
了
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
式
典
と
同
じ
時
間
帯
に
は
、
全

国
の
観
音
百
霊
場
で
も
一
斉
に
必
勝
大
祈
願
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
関
係
者
は
、
浅
草
寺
か
ら
大
東
亜
会
館
に
移
動
し
て
、
同
日
の
午
後
三
時
か
ら
大
東
亜
観
音
讃
会
創
立
総
会
が
行
わ
れ

た
。
塩
入
亮
忠
の
経
過
報
告
、
小
笠
原
長
生
の
会
長
挨
拶
、
大
森
亮
順
か
ら
事
業
計
画
が
説
明
さ
れ
た
。
祝
辞
と
し
て
文
部
大
臣

の
岡
部
長
景
（
文
部
省
宗
教
課
長
の
吉
田
孝
一
代
読
）、
蔡
培
と
王
允
卿
と
安
藤
正
純
に
よ
る
祝
辞
、
松
井
石
根
の
発
声
に
よ
る

聖
寿
万
歳
な
ど
が
あ
っ
た
。
午
後
五
時
か
ら
別
室
で
、
披
露
会
が
行
わ
れ
、
蔡
と
王
の
両
大
使
を
初
め
、
松
井
、
安
藤
、
下
村
寿

一
、
立
花
俊
道
、
長
谷
川
良
信
か
ら
の
発
声
が
あ
り
、
午
後
七
時
に
閉
会
し
た（

（3
（

。

（
２
）
設
立
趣
旨
と
会
則
、
役
職
員

大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
組
織
を
見
た
い
。
重
要
な
情
報
な
の
で
、
長
く
な
る
が
紹
介
す
る
。
創
立
総
会
で
は
、「
大
東
亜
観
音

讃
仰
会
設
立
趣
意
書
」
が
示
さ
れ
た
が
、「
設
立
趣
旨
」
の
一
部
を
見
る
。

道
義
ニ
基
ク
世
界
新
秩
序
ヲ
建
設
シ
、
共
栄
圏
民
族
ノ
共
同
宣
言
ノ
実
現
ヲ
期
ス
ル
ハ
、
我
等
ノ
歴
史
的
重
大
使
命
ナ
リ
。

而
シ
テ
此
ノ
使
命
完
遂
ノ
為
ニ
ハ
大
東
亜
共
栄
圏
ノ
確
立
ヲ
期
シ
東
亜
諸
民
族
ノ
精
神
的
融
合
団
結
ヲ
図
ル
ノ
要
ア
リ
。
而

モ
其
ノ
根
本
要
務
ハ
東
亜
民
族
共
通
ノ
信
仰
タ
ル
仏
教
、
特
ニ
最
モ
広
ク
最
モ
長
ク
信
仰
サ
レ
、
現
ニ
東
亜
民
族
ノ
本
然
ノ

姿
ト
モ
云
フ
ベ
キ
観
音
信
仰
ニ
依
ル
同
信
共
栄
ノ
信
念
ノ
昂
揚
ヲ
図
リ
精
神
的
結
合
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
ガ
最
モ
重
要
ナ
ル
コ
ト

ナ
リ
ト
信
ズ
／
観
世
音
菩
薩
ハ
正
法
ヲ
照
窮
シ
テ
無
縁
ノ
大
悲
ヲ
垂
レ
、
大
誓
願
ヲ
発
シ
テ
衆
生
ヲ
シ
テ
無
怖
畏
ノ
国
土
ニ

遊
バ
シ
メ
ン
ト
、
随
処
ニ
三
十
三
身
ヲ
現
シ
、
不
断
ニ
度
生
ノ
大
法
輪
ヲ
転
ジ
給
ウ
／
我
等
ハ
八
紘
為
宇
ノ
大
道
ヲ
大
東
亜
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ニ
実
現
セ
ン
為
、
大
悲
観
世
音
ノ
誓
願
力
ヲ
仰
ギ
、
生
ヲ
数
々
此
間
ニ
託
シ
テ
勇
敢
精
進
以
テ
大
道
ノ
実
現
ヲ
期
セ
ン
ト
ス（

（3
（

つ
ま
り
「
東
亜
民
族
共
通
」
に
広
く
信
仰
さ
れ
る
観
音
信
仰
を
中
核
に
し
て
、
ア
ジ
ア
の
「
精
神
的
結
合
」
を
意
図
し
た
の
で

あ
る
。
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
組
織
に
つ
い
て
、
会
則
を
見
て
み
よ
う
。

大
東
亜
観
音
讃
仰
会
会
則
〔
抄
〕

第
一
条

本
会
ハ
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
ト
称
ス

第
二
条

本
会
ハ
事
務
所
ヲ
東
京
都
芝
区
芝
公
園
第
二
号
地
大
日
本
仏
教
会
内
ニ
置
ク
但
シ
会
長
ハ
必
要
ニ
応
ジ
別
ニ
事
務

連
絡
所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
条

本
会
ハ
大
東
亜
諸
地
域
ニ
於
テ
観
音
信
仰
ヲ
鼓
吹
シ
仏
教
精
神
ニ
依
リ
東
亜
諸
民
族
ノ
同
生
共
栄
ノ
理
念
ヲ
昂
揚

シ
興
亜
大
業
ノ
完
遂
ニ
努
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
四
条

本
会
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
為
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

一
、
日
本
ニ
於
ケ
ル
観
音
霊
場
ノ
顕
彰
／
二
、
大
東
亜
地
域
ニ
於
ケ
ル
観
音
三
十
三
霊
場
ノ
設
定
勧
奨
及
其
ノ
顕
彰
／
三
、

大
東
亜
戦
争
戦
没
者
ノ
追
弔
及
之
ニ
関
ス
ル
興
亜
観
音
堂
又
ハ
供
養
塔
建
設
ノ
助
成
／
四
、
大
東
亜
諸
地
域
内
観
音
霊
場

ノ
緊
密
ナ
ル
連
絡
交
渉
及
其
ノ
教
化
機
能
ノ
推
進
／
五
、
機
関
雑
誌
及
観
音
信
仰
ニ
関
ス
ル
図
書
ノ
刊
行
／
六
、
大
東
亜

各
要
地
ニ
於
テ
毎
年
〔
空
欄
〕
回
観
音
讃
仰
大
会
ノ
開
催
並
大
法
会
ノ
執
行
／
七
、
前
各
号
ノ
外
本
会
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス

ル
為
必
要
ト
認
メ
タ
ル
各
種
ノ
事
業

第
五
条

本
会
ハ
西
国
、
坂
東
及
秩
父
札
所
並
其
ノ
推
薦
ニ
依
ル
観
音
霊
場
寺
院
ヲ
発
企
人
ト
シ
本
会
ノ
目
的
ヲ
賛
成
シ
入

会
シ
タ
ル
寺
院
、
団
体
及
信
徒
ヲ
会
員
ト
シ
之
ヲ
組
織
ス（

（3
（

会
則
の
第
六
条
以
降
は
省
略
す
る
が
、
以
下
に
組
織
の
体
制
に
関
す
る
条
文
が
並
び
、
概
念
図
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
（
図
２
）。
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一
九
四
四
年
時
点
の
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
役
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
、
原
文

ど
お
り
イ
ロ
ハ
順
で
あ
る
（
表
１
）（

（3
（

。
著
名
な
学
者
、
政
治
家
、
軍
人
、
各
宗
派
の

僧
侶
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
述
の
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
か
ら
、

総
裁
小
磯
国
昭
が
顧
問
、
理
事
中
川
吉
太
郎
が
評
議
員
に
入
る
。

五

大
東
亜
観
音
讃
仰
会
に
よ
る
大
東
亜
観
音
三
十
三
霊
場

（
１
）
上
村
真
肇
の
審
議
用
資
料

大
東
亜
観
音
讃
仰
大
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
仏
教
学
者
で
大
正
大
学
講
師
の
上
村

真
肇
（
イ
ン
ド
学
者
上
村
勝
彦
の
父
）
が
、
共
栄
圏
内
の
観
音
霊
場
の
調
査
を
依
頼

図 2 大東亜観音讃仰会の組織概念図

会長

副会長

（評議員会）
常任評議員・評議員

（事務局）
総務

主事

書記 

顧問
 
参与 

（海外委員）

満洲国霊場設定委員
中華民国華北霊場設定委員
中華民国華中霊場設定委員
中華民国華南霊場設定委員 

さ
れ
た
。
霊
場
調
査
の
成
果
は
、「
大
東
亜
諸
地
域
観
音
霊
場
大
観
」
と
題
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
公
表
し
た
。
浅
草
寺
子
院
の
関
係

者
で
あ
る
上
村
は
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
大
会
に
際
し
て
、
主
催
者
側
か
ら
観
音
霊
場
の
選
定
に
際
し
て
参
考
と
な
る
霊
場
又
は
遺

跡
を
紹
介
す
る
よ
う
に
依
頼
が
あ
っ
た（

（3
（

。
上
村
は
、
天
台
教
学
を
専
攻
と
し
、
専
門
外
ゆ
え
に
断
り
た
か
っ
た
が
、
大
ま
か
な
概

要
で
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
止
む
を
得
ず
引
受
け
た
。
実
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
上
村
が
タ
イ
で
史
料
調
査
を
行
っ

た
際
に
、
バ
ン
コ
ク
の
博
物
館
に
展
示
す
る
観
音
像
に
つ
い
て
報
告
す
る
な
ど
知
見
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
見
込
ま
れ
た
も
の

で
あ
る（

（3
（

。
上
村
は
、「
思
ふ
に
観
音
は
大
乗
菩
薩
中
、
古
来
最
も
広
く
拝
ま
れ
た
菩
薩
で
、
現
在
で
も
日
本
、
中
華
民
国
、
西
蔵
、

蒙
古
、
満
洲
、
東ト

ン

京キ
ン

、
安ア

ン

南ナ
ン

、
交コ

ー

趾チ

、
等
各
地
に
於
て
、
熱
心
に
拝
ま
れ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
る
。
…
…
大
東
亜
全
地
域
に
、
大
東

亜
三
十
三
ケ
所
霊
場
を
選
定
し
、
夫
等
、
各
霊
場
を
中
心
と
す
る
信
仰
の
交
流
を
も
企
図
す
る
訳
で
あ
る
」（

（3
（

と
の
視
点
か
ら
選
出
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表 1 大東亜観音讃仰会の幹部名簿

顧 問 井上哲次郎（国際仏教協会長・文学博士）、一条悦子、福家守明（園城寺長吏）、常
盤大定（文学博士）、鳥井信次郎、大西良慶（清水寺貫首）、大島徹水（増上寺法主）、
大倉邦彦（大蔵精神文化研究所長）、大谷光照（本派本願寺）、大谷光暢（大谷派本願寺）、
岡部長景（文部大臣）、小野清一郎（東京帝国大学教授・法学博士）、和田信房（海
軍中将）、田村徳海（四天王寺貫首）、高橋三吉（海軍大将）、高階瓏仙（曹洞宗管
長）、長沢徳玄（上野輪王寺門跡）、熊平源蔵、山田乙三（陸軍大将）、山本英輔（海
軍大将）、松井石根（陸軍大将）、藤山愛一郎、小磯国昭（朝鮮総督）、近藤寿治（文
部省教学局長）、五島慶太（運輸通信大臣）、青木一男（大東亜大臣）、安藤正純（大
東亜仏教青年会長）、佐伯定胤（法隆寺貫首）、佐伯恵眼（醍醐寺貫首）、佐々木教
純（護国寺貫首）、酒井日慎（大日本仏教会長）、坂下宗太郎（衆議院議員）、壬生
雄舜（喜多院貫首）、結城豊太郎（外務省顧問）、下村寿一（東京女子高等師範学校
校長）、平幡照法（円福寺貫首）、関口慈真（日光輪王寺門跡）、鈴木貫太郎（海軍
大将・男爵）

評 議 員 今吉敏雄（大東亜省満洲事務局長）、岩本光徹（聖護院門跡）、井原寅松（浅草寺観
音読誦会幹事）、井上宗俊（秩父札所会幹事）、宇佐美珍彦（大東亜省支那事務局長）、
蜂須賀年子（日本婦人敬愛会会長）、蜂谷恵光（大東亜仏教青年会理事）、花山信勝（東
京帝国大学教授・文学博士）、浜田本悠（立正大学教授）、丹羽悦道（秩父札所庶務
委員・西国札所会幹事）、友松円諦（聖徳太子憲法讃仰会代表）、大妻コタカ（大妻
高等女学校長）、太田信次郎（都会議員）、大久保源之丈（都会議員）、小川春光（秩
父札所会幹事）、鷲尾光遍（石山寺貫首）、上条貢（都会議員）、立花俊道（駒澤大
学前学長）、立花栄吉（東京急行電鉄総務）、高神覚昇（大正大学教授）、武内紫明、
梅山英夫（大日本仏教会総務局長）、野路井教海（西国札所会会計委員）、黒田亮文

（浅草寺内務部長）、安田力（大日本仏教会副会長）、山内正文（陸軍中将）、松平俊
子（大日本女子仏教青年会理事長）、松本徳明（ボン大学名誉教授）、松尾長造（大
日本仏教青年会事務局長）、前田広観（大東亜仏青理事）、町田広義（秩父札所会幹事）、
水野梅暁、森田潮応（四天王寺執事）、福井康順（早稲田大学教授）、跡見李子（跡
見高等女学校長）、天津忠道（坂東札所会幹事）、浅見宇市（秩父町長）、赤沼吉五
郎（日進航器会社相談役）、峰堅継、美松寛海（弘明寺住職）、峯岸奝海（浅草寺執事）、
水上義海（寛永寺執事長）、宮本正尊（東京帝国大学教授・文学博士）、篠原三千郎

（東京急行電鉄社長）、清水祐之（大日本仏教会興亜局調査部長）、森大器（大日本
仏教会興亜局連絡部長）、長井真琴（文学博士）、中川吉太郎（日華親善楔観音理事）、
中川豊舜（大日本仏教会庶務部長）、中山理々（教学新聞社主筆）、田村寿（毎日新
聞社事業部長）、吉田孝一（文部省教学局宗教課長）、吉水十果（国際仏教協会主事）、
真渓涙骨（中外日報社長）、堤浄祐（文化時報社長）

参 与 長谷川良信（巣鴨女子商業学校長）、中村教信（大日本仏教会興亜局長）、坂野栄範（大
東亜仏教青年会理事）、柴原弘道（秩父札所会長）、清水谷善照（西国札所会総務委員）、
鈴木常観（坂東札所会幹事）

役 職 員
〔事務局〕

小笠原長生（会長・子爵）、大森亮順（副会長・浅草寺貫首）、荒木良仙（副会長・
長谷寺化主）、塩入亮忠（総務・坂東札所会幹事）、壬生照順（主事）、上村真肇（機
関紙編輯主任）、橋沢潔（書記）
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し
た
と
い
う
。

上
村
は
、
レ
ポ
ー
ト
で
寺
名
及
び
地
名
を
挙
げ
て
、
概
要
を
紹
介
し
た
（
表
２
）（

（3
（

。
日
本
内
地
と
植
民
地
の
朝
鮮
は
な
い
が
、

同
じ
く
植
民
地
の
台
湾
は
含
ま
れ
る
。
当
人
が
、「
将
来
、
霊
場
選
定
の
件
は
委
員
を
委
嘱
し
選
定
委
員
会
を
設
く
る
由
」（

（3
（

と

断
っ
た
の
は
、
候
補
が
多
い
地
域
で
は
、
霊
場
選
出
に
際
し
て
寺
院
間
の
競
合
を
生
じ
か
ね
ず
、
無
用
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
掲

載
を
避
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る（

（4
（

。

表 2 上村真肇「大東亜諸地域観音霊場大観」記載事項一覧

地 域 観音信仰の霊場・寺院・遺跡

日本内地 記載なし

朝 鮮 記載なし

台 湾 〈台北〉龍山寺、観音山、〈台南〉開元寺、法華山、竹
渓寺

中華民国 〈北京〉天寧寺、臥仏寺、五塔寺、〈天津〉観音寺、〈河
北省正定〉龍興寺、〈江蘇省南京〉栖霞寺、毘盧禅寺、〈浙
江省舟山列島〉普陀山、〈浙江省杭州〉天竺寺、煙霞洞、

〈浙江省〉天台山、〈山西省太原〉崇善寺、〈山西省五台山〉
碧山寺、〈山西省〉天龍山石窟、〈河南省〉龍門石窟、〈甘
粛省〉敦煌千仏洞

満 洲 国 〈新京〉般若寺、〈大石橋〉娘娘廟

蒙 疆 〈張家口〉雲泉寺

イ ン ド 〈諸説あり〉補陀落山（布咀落迦山）、〈〔サールナート〕〉
鹿野苑、〈エローラ〔石窟群〕〉ケネリー窟寺〔第12窟カ〕、

〈〔マハラシュトラ〕〉カンヘーリ〔石窟群〕

ネパール 「現在は金剛乗なるラマ教が行はれてゐて、勿論観音
信仰も包含されている」

チベット 〈ラサ〉達頼法王の宮殿〔ポタラ宮〕

セイロン 古城アヌラダプラ遺趾

ビ ル マ 「過去に於ては……大乗教が伝播した事もある故に、
遺品や遺跡は若干ある」タ イ

仏 印 〈安南〉「観音は……本尊脇侍として安置せられる場合
が多い」、〈カンボジア〉アンコール遺跡、バヨン寺〔バ
イヨン〕

マ ラ イ 〈ペナン〉グラヒ〔極楽寺カ〕の仏塔、蛇寺

スマトラ 「印度文化の影響の下……観音信仰も行はれた」

ジ ヤ ワ 〈ケドウ州〉ムンドウ寺、ボロブドル〔ボロブドゥール〕、
ジヤゴ寺（トウムパン寺）
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（
２
）
霊
場
設
置
の
方
針
転
換

讃
仰
会
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
七
月
一
五
日
に
東
京
谷
中
の
天
台
宗
天
王
寺
で
、
霊
場
の
計
画
を
発
表
し
た（

（4
（

。
ア
ジ

ア
全
域
に
三
十
三
か
所
の
観
音
霊
場
を
設
け
る
構
想
で
あ
る
。「
大
東
亜
観
音
霊
場
設
立
趣
旨
」
で
は
、
三
十
三
か
所
の
う
ち
第

一
次
分
は
、
日
本
六
、
満
洲
三
、
中
華
民
国
一
三
、
蒙
疆
二
、
そ
の
他
一
〇
と
な
る
。
合
計
す
る
と
三
四
か
所
が
あ
る
が
、
一
か

所
は
番
外
寺
院
で
あ
る
。
日
本
の
六
霊
場
は
、
讃
仰
会
の
幹
部
人
脈
か
ら
す
れ
ば
、
天
台
宗
浅
草
寺
と
真
言
宗
（
豊
山
派
）
長
谷

寺
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
「
第
一
次
三
十
三
ケ
所
各
霊
場
ヲ
中
心
ト
シ
テ
其
ノ
霊
場
ニ
近
接
セ
ル
地
域
ニ
更
ニ
三
十
三
霊
場

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ヲ
漸
次
設
定

0

0

0

0

0

ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
さ
れ
、「
霊
場
ハ
現
ニ
観
世
音
菩
薩
ヲ
奉
安
ス
ル
歴
史
由
緒
正
シ
キ
霊
刹
大
寺
ヲ
以
テ
之
ニ
充

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ツ0

ル
ヲ
本
則
ト
シ
新
ニ
新
霊
場
ヲ
建
設

0

0

0

0

0

0

0

0

ス
ル
モ
佳
シ
。
政
治
交
通
文
化
ノ
中
心
地
及
其
レ
ニ
近
接
セ
ル
権
威
ア
ル
霊
刹
タ
ル
コ

ト
」（

（4
（

（
傍
点
筆
者
）
と
あ
る
。
既
存
の
名
刹
を
も
と
に
、
新
た
な
巡
礼
霊
場
を
設
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

詳
し
く
見
る
と
、『
中
外
日
報
』
に
は
気
に
な
る
記
述
が
あ
る
。「
霊
場
は
、
満
洲
を
初
め
各
地
域
別
に
夫
々
三
十
三
箇
所
を
設

定
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ

0

0

0

0

、
大
東
亜
を
し
て
精
神
的
な
楽
土
た
ら
し
め
る
基
礎
と
な
る
こ
と
と
な
つ
た
」（

（4
（

（
傍
点
筆
者
）
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
当
初
計
画
は
、
大
東
亜
全
域
を
巡
礼
す
る
三
十
三
霊
場
の
設
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の

一
か
寺
を
中
心
と
し
て
周
辺
地
域
を
対
象
と
す
る
霊
場
建
設
に
変
更
と
な
っ
た
。
単
純
計
算
す
る
と
大
東
亜
全
域
で
一
〇
八
九

（
三
三
×
三
三
）
の
霊
場
を
構
想
す
る
か
に
見
え
た
。
し
か
し
余
り
に
広
大
で
、
実
情
は
ひ
と
ま
ず
各
地
域
の
中
核
寺
院
を
も
と

に
観
音
霊
場
を
設
定
す
る
妥
協
策
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
観
音
信
仰
に
よ
る
「
大
東
亜
」
の
結
合
は
、
霊
場
巡
礼
と
い

う
日
本
的
な
色
合
い
が
強
い
ゆ
え
、
そ
の
地
域
の
宗
教
文
化
を
無
視
し
た
形
と
な
り
、
事
業
の
完
遂
は
単
純
に
は
進
ま
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
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（
３
）
満
洲
側
と
の
交
渉

大
東
亜
観
音
讃
仰
運
動
に
つ
い
て
、
讃
仰
会
主
事
の
壬
生
照
順
は
、「
何
と
い
つ
て
も
満
支
を
始
め
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
宗
教

運
動
と
し
て
強
力
な
組
織
化
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
た
め
に
は
大
東
亜
の
識
者
、
指
導
者
を
し
て
こ
れ
を
理
解
せ
し
め
る

こ
と
が
先
決
問
題
で
あ
る
」（

（4
（

と
し
た
。
大
東
亜
仏
教
青
年
会
の
総
本
部
か
ら
の
了
解
に
よ
り
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
七
月

一
五
日
、
大
阪
の
天
台
宗
四
天
王
寺
（
現
・
和
宗
の
総
本
山
）
に
て
、
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
で
の
分
科
会
で
あ
る
霊
場
海
外
設

定
委
員
の
協
議
が
行
わ
れ
、
終
了
後
の
同
日
に
大
会
の
解
散
式
を
行
っ
た
。
浅
草
寺
の
塩
入
亮
忠
ら
は
海
外
代
表
に
対
し
て
、
重

ね
て
本
運
動
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
た
め
詳
細
に
説
明
し
た
。
実
は
、
仏
青
大
会
で
は
観
音
霊
場
の
建
設
が
承
認
さ
れ
た
が
、
実
際

に
は
各
地
域
代
表
に
温
度
差
が
あ
り
、
理
解
を
得
る
の
に
困
難
を
極
め
た
か
ら
で
あ
る
。

満
洲
国
か
ら
の
派
遣
団
は
、
特
に
「
本
運
動
に
対
し
て
積
極
的
な
熱
意
を
示
」（

（4
（

し
た
と
い
う
。
大
会
の
終
了
後
、
満
洲
の
青
年

仏
徒
代
表
一
三
名
は
、
同
年
七
月
一
七
日
に
、
滋
賀
の
比
叡
山
延
暦
寺
に
登
り
、
山
上
の
宿
院
に
お
い
て
全
満
洲
で
の
観
音
讃
仰

運
動
を
促
進
さ
せ
る
た
め
協
議
が
開
か
れ
た
。
現
地
か
ら
引
率
し
た
坂
井
栄
三
郎
が
座
長
と
な
っ
た
が
、
坂
井
は
、
満
洲
の
官
制

国
民
組
織
で
あ
る
協
和
会
の
教
化
部
職
員
に
し
て
、
東
洋
大
学
で
イ
ン
ド
哲
学
を
学
び
、
新
義
真
言
宗
智
山
派
の
僧
籍
が
あ
る
こ

と
か
ら
適
任
者
で
あ
っ
た
（
当
時
は
真
言
宗
に
一
派
合
同
。
僧
名
は
栄
信
）。
壬
生
が
出
席
し
て
詳
細
な
説
明
を
行
い
、
満
場
一

致
で
左
の
事
項
を
決
議
し
た
。『
中
外
日
報
』
に
よ
れ
ば
、「
諸
事
項
は
長
老
禅
定
法
師
の
熱
烈
な
叫
び
に
よ
つ
て
一
同
心
か
ら
共

鳴
し
、
帰
国
の
上
は
実
践
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」（

（4
（

と
い
う
。

一
、
満
洲
国
に
は
従
来
統
一
あ
る
信
仰
が
な
い
。
観
音
像
は
ど
こ
の
寺
院
に
も
あ
り
、
全
満
洲
を
代
表
す
る
信
仰
と
認
め
ら

れ
る
故
、
こ
れ
に
よ
つ
て
信
仰
の
統
一
を
期
し
、
各
寺
院
の
縦
の
連
絡
を
と
り
、
三
十
三
霊
場
を
設
定
し
て
、
全
満
の
仏

教
が
真
に
一
体
的
活
動
を
す
る
よ
う
促
し
た
い
。

二
、
各
寺
院
に
観
音
像
を
祀
り
、
新
京
を
中
心
に
、
大
都
市
や
激
戦
地
（
ノ
モ
ン
ハ
ン
等
）
に
新
霊
場
を
作
り
、
供
養
塔
を
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建
立
し
、
遍
路
行
に
よ
つ
て
信
仰
を
深
め
、
横
の
連
絡
を
す
ゝ
め
た
い
。

三
、
従
来
の
満
洲
仏
教
は
僧
侶
だ
け
の
も
の
で
あ
つ
た
。
今
後
は
観
音
信
仰
を
中
心
に
在
俗
信
者
を
よ
び
か
け
、
僧
俗
一
貫

の
全
満
民
衆
信
仰
運
動
を
展
開
す
る
。

四
、
従
来
の
満
洲
仏
教
は
青
年
を
顧
み
な
か
つ
た
が
、
今
後
は
青
年
仏
徒
に
よ
び
か
け
、
こ
れ
を
組
織
化
し
て
仏
教
青
年
運

動
を
促
進
し
た
い
。

表３ 大東亜観音讃仰会の海外委員名簿

満洲国霊場
設定委員

無記（委員長・満洲国仏教総会長老）、無記（新京市
長春大街満洲仏教総会）、無記（巌寺悦衆長老秘書）、
無記（祖師廟住持）、無記（満洲国仏教総会支部長）、
無記（新京市長春大街満洲仏教総会）、無記（新京市
長春大街満洲仏教総会）、無記（万寿寺副講）、無記（大
乗寺住持）、景印涵（満洲国仏教総会常任幹事・新京
市長春大街満洲仏教総会）、遠藤清香（満洲国仏教総
会常任幹事・新京市長春大街満洲仏教総会）、老布倉
葛節（喇嘛学校教師）、阿旺敦魯布礼木蘇（阿貴圏廟
葛根）、伊藤琢朗（満洲国教化司礼教化事務官）、坂
井栄三郎（満洲帝国協和会中央本部文化部教化班）、
王崇岳（満洲帝国協和会中央本部文化部教化班・居士・
通訳）、祷正己（満洲国通信社記者）

中華民国
華北霊場
設定委員

周叔迦（委員長・仏教同願会常務理事・中国仏教学
院院長）、顕宗（仏教同願会理事・北京弘済寺住持）、
丁文（仏教同願会秘書）、仁道（中国仏教学院教務長）、
宇光（北京法源寺仏学院学監・北京法源寺仏学院）、
応脱（中国仏教学院学員）、修明（中国仏教学院学員）、
竹田淳照（真宗大谷派）

中華民国
華北霊場
設定委員

仁山（委員長・中国仏教会結成委員長・観音閣住持、
鎮江金山大観音閣）、慧光（湖北省仏教会長・三仏講
寺住職・武昌興亜路）、東初（蕪山仏教学院学監・定
慧寺監印・鎮江金山）、超澄（上海仏学教師・三峯寺
監院・上海檳榔路玉仏寺）、僧曇（蘇州日華仏教会理
事・永定寺住職・蘇州東海島承天寺）、本明（南京大
報恩寺住職）、葛恵芳（上海中支宗教大同連盟職員）、
藤実正憲（中支中支宗教大同連盟総主事）、浄慧（龍
谷大学留学中）

中華民国
華南霊場
設定委員

鉄禅（委員長・広東六榕寺住職）、謝為何（居士）、
釈会覚（厦門大乗仏教会副会長・南普院寺主事兼閩
南仏学院院長）、黄慧燈（厦門大乗仏教会秘書）、神
田慧雲（厦門大乗仏教会常務理事・東本願寺開教使）

五
、
各
代
表
の
住
す
る
寺
院

に
於
て
先
づ
右
の
趣
旨
に

基
く
実
践
を
始
め
る（

（4
（

。

と
は
い
え
、
満
洲
側
の
円
滑
な

事
業
実
施
は
、
困
難
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
八
月
ま
で
に
、
各
地

の
霊
場
を
選
定
す
る
海
外
委
員
に

次
の
人
物
が
就
任
し
た
（
表
３
）（

（4
（

。

満
州
の
委
員
の
う
ち
、
肩
書
は
あ

る
が
人
名
無
記
が
複
数
あ
る
の
は
、

本
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。
一
九
四
三
年
七
月

時
点
で
は
、
満
洲
は
釈
禅
定
（
満
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洲
国
仏
教
総
会
長
老
）
の
代
表
就
任
の
内
諾
が
あ
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
仏
教
総
会
で
人
事
異
動
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
満
洲
仏
教
界
の
内
部
で
は
、
対
日
協
力
の
姿
勢
が
交
錯
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る（

（4
（

。

（
４
）
満
洲
と
華
北
の
三
十
三
所
霊
場

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
秋
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
主
事
の
壬
生
照
順
が
、
満
洲
国
三
十
三
所
霊
場
の
建
設
で
動
い
て
い
た
。

壬
生
は
同
地
へ
出
張
し
て
、
満
洲
国
仏
教
総
会
に
お
い
て
同
国
政
府
事
務
官
の
伊
藤
琢
朗
、
協
和
会
の
坂
井
栄
三
郎
な
ど
の
同
会

理
事
と
協
議
し
た
。
そ
し
て
、「
満
洲
国
建
国
十
周
年
を
記
念
と
し
て
曩
に
首
都
新
京
〔
現
・
長
春
〕
に
建
立
せ
ら
れ
た
る
造
福

観
音
を
第
一
霊
場
と
し
て
明
〔
昭
和
〕
十
九
年
五
月
に
は
満
洲
国
側
の
希
望
に
よ
つ
て
浅
草
寺
貫
主
大
森
亮
順
氏
が
渡
満
そ
の
記

念
法
要
を
修
す
る
他
、
営
口
、
奉
天
を
初
め
各
洲
に
三
十
三
霊
場
を
建
設
す
る
事
を
取
り
決
め
」（

（5
（

た
の
で
あ
る
。

続
く
一
九
四
四
年
に
は
、「
満
洲
霊
場
第
一
番
新
京
造
福
廟
は
去
る
八
月
八
日
盛
大
な
開
眼
式
を
修
行
し
た
の
で
九
月
中
旬
同

会
主
事
壬
生
照
順
氏
を
満
洲
国
、
中
北
支
に
派
遣
し
、
十
一
月
末
ま
で
各
地
を
歴
訪
せ
し
め
て
霊
場
建
設
の
準
備
を
進
め
」（

（5
（

た
と

い
う
。
讃
仰
会
で
は
、「
顧
問
小
磯
大
将
の
首
相
親
任
、
山
田
〔
乙
三
〕
大
将
の
関
東
軍
司
令
官
赴
任
を
機
と
し
て
、
更
に
一
段

の
活
動
を
進
め
、
特
に
朝
鮮
満
洲
、
北
支
等
の
霊
場
建
設
を
積
極
化
」（

（5
（

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
造
福
観
音
は
、
讃
仰
会
で
は
な
く
、
満
洲
国
側
の
事
業
で
あ
っ
た
。
讃
仰
会
は
、
あ
く
ま
で
観
音
霊
場
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
目
的
で
あ
る
。
造
福
観
音
は
、
国
務
総
理
の
張
海
鵬
を
建
設
委
員
長
と
し
て
、
首
都
新
京
の
大
同
広
場
の

東
に
あ
る
護
国
般
若
寺
に
建
立
さ
れ
た
。
総
工
費
は
一
七
万
余
円
で
尊
像
は
鋳
造
質
蓮
座
と
も
に
一
丈
八
尺
（
約
五
・
五
メ
ー
ト

ル
）
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
台
座
を
合
わ
せ
れ
ば
、
三
丈
六
尺
（
約
一
〇
・
九
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
。
工
費
の
内
三
万

円
は
、
日
系
の
仏
教
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
既
に
各
宗
派
か
ら
の
負
担
で
大
日
本
仏
教
会
が
三
〇
〇
〇
円
を
拠
出
し
た
と

い
う（

（5
（

。
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華
北
三
十
三
所
霊
場
で
も
、
建
設
の
具
体
策
が
進
ん
だ
。
一
九
四
四
年
一
〇
月
に
、
対
日
協
力
組
織
で
あ
る
華
北
政
務
委
員
会

（
元
・
中
華
民
国
臨
時
政
府
）
内
務
総
署
か
ら
の
招
請
で
、
長
谷
川
良
信
（
浄
土
宗
僧
侶
・
大
正
大
学
教
授
）、
高
神
覚
昇
（
真
言

宗
僧
侶
・
大
正
大
学
教
授
）、
浜
田
本
悠
（
日
蓮
宗
僧
侶
・
立
正
大
学
教
授
）
が
、
大
東
亜
省
の
嘱
託
と
し
て
北
支
に
派
遣
さ
れ

た
。
中
国
仏
教
の
現
状
を
視
察
し
、
北
京
で
は
、
拈
花
寺
、
広
済
寺
、
柏
林
寺
、
華
北
居
士
林
、
仏
教
同
願
会
等
を
訪
問
し
て
、

関
係
者
と
懇
談
し
た
。
北
京
大
学
や
各
仏
教
学
院
で
は
仏
教
思
想
講
演
会
を
開
催
し
た
と
い
う
。「
中
国
仏
教
界
を
し
て
華
北
三

十
三
ケ
所
の
観
音
霊
場
設
立
を
決
定
せ
し
め
た
る
は
今
回
三
氏
滞
支
中
の
括
目
す
べ
き
結
実
」（

（5
（

で
あ
っ
た
。

特
に
仏
教
同
願
会
で
は
、
一
〇
月
二
二
日
に
は
王
揖
唐
（
華
北
政
務
委
員
会
元
委
員
長
）
な
ど
二
〇
名
と
懇
談
会
を
開
い
た
。

こ
の
席
上
、
長
谷
川
の
提
案
で
「
観
音
霊
場
三
十
三
ケ
所
を
設
け
お
札
所
に
し
た
ら
ど
う
か
」（

（5
（

と
の
話
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
王
ら

の
賛
成
で
即
日
に
決
定
し
た
と
い
う（

（5
（

。
二
番
以
降
の
霊
場
の
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。

お
わ
り
に

昭
和
戦
時
期
に
活
動
し
た
仏
教
系
の
奉
賛
会
及
び
賛
仰
会
に
つ
い
て
、
第
一
に
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
、
第
二
に
大
東
亜
観

音
讃
仰
会
の
組
織
と
活
動
を
見
て
き
た
。
い
ず
れ
の
団
体
も
、
戦
争
末
期
に
始
動
し
た
こ
と
か
ら
、
活
動
時
期
は
短
く
敗
戦
を
迎

え
た
。
宗
教
活
動
を
賛
助
し
た
事
業
と
は
い
え
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
建
設
の
国
策
に
協
力
し
た
政
治
的
な
目
的
を
含
ん
で
い
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会
は
、
観
音
堂
の
本
格
竣
工
な
く
設
計
図
が
残
さ
れ
た
ま
ま
、
対
ア
ジ
ア
の
文
化
工
作
を
目
指
す
こ
と

な
く
途
絶
し
た
（
図
3
）（

（5
（

。
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
で
は
、
当
初
は
ア
ジ
ア
全
域
に
わ
た
る
大
東
亜
観
音
三
十
三
霊
場
を
構
想
し
た
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が
、
三
十
三
の
霊
場
計
画
は
当
初
か
ら
後
退
し
て
、
ま
ず
は

満
洲
と
華
北
と
い
う
地
域
限
定
の
霊
場
策
定
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
奉
賛
会
に
よ
る
観
音
信
仰
を
用
い
た
対
ア
ジ
ア
活
動

は
、
両
団
体
に
限
ら
な
か
っ
た
。
日
本
仏
教
鑽
仰
会
（
会
長

柳
原
義
光
、
理
事
長
中
山
理
々
）
で
は
、
一
九
四
四
年
六
月

に
、
満
・
中
・
泰
・
ビ
ル
マ
の
在
京
の
各
大
使
を
帝
国
ホ
テ

ル
に
招
待
し
て
観
音
像
の
掛
軸
を
贈
呈
し
た
と
い
う（

（5
（

。
本
論

の
要
点
と
し
て
、
慈
悲
の
精
神
に
基
づ
く
観
音
信
仰
の
霊
場

と
図
像
は
、
日
本
と
「
大
東
亜
」
を
つ
な
ぐ
、
民
間
外
交
と

仏
教
文
化
工
作
の
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。し

か
し
本
論
で
の
二
つ
の
事
例
と
も
、
大
乗
仏
教
に
共
通

す
る
観
音
信
仰
は
、
日
本
仏
教
の
文
脈
に
置
か
れ
た
観
音
で

あ
る
た
め
、
ア
ジ
ア
的
な
広
が
り
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
宗
教
者
側
に
、
日
本
仏
教
か
ら
ア
ジ

ア
へ
の
優
越
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
大
森
亮

順
の
発
言
を
見
る
と
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
を
設
立
し
た
の

は
、「
東
亜
一
帯
に
亘
り
、
戦
災
に
悩
む
で
あ
ら
う
衆
生
の

為
め
に
、
現
当
二
世
を
救
済
せ
ん
と
の
大
願
に
基
い
た
」
も

図３ 本設建物を想定した日華親善楔観音堂の設計図。仮設建物のまま着工せず
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の
で
、
霊
場
建
設
は
、「
菩
薩
誓
願
の
発
動
地
と
し
、
斯
く
て
各
々
其
の
方
面
の
衆
生
を
し
て
、
大
慈
悲
に
浴
せ
し
め
ん
と
す
る

の
が
目
的
」
で
あ
り
、「
人
類
の
真
の
平
和
と
幸
福
と
を
実
現
し
や
う
と
い
う
、
高
遠
正
大
な
理
想
」
が
あ
っ
た
と
い
う（

（5
（

。
大
森

は
、
一
九
三
九
年
に
北
京
で
の
仏
教
同
願
会
の
年
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
戦
時
下
で
の
日
本
と
中
国
の
友
好
を
模
索
し
て
い
た
。

讃
仰
会
の
活
動
は
、
宗
教
者
と
し
て
慈
悲
心
で
ア
ジ
ア
を
救
済
す
る
高
邁
な
理
想
は
理
解
で
き
る
が
、
あ
く
ま
で
占
領
者
側
と
被

占
領
者
側
の
力
関
係
が
内
在
し
て
い
た
、
戦
争
と
い
う
時
代
の
特
質
と
限
界
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
に
、「
大
東
亜
」
の
観
音
霊
場
が
、
過
去
の
記
憶
か
ら
蘇
生
す
る
か
に
見
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
旧
・
新
京
に
あ
っ
た
満

洲
観
音
三
十
三
霊
場
の
第
一
番
の
造
福
観
音
を
め
ぐ
っ
て
、
中
華
人
民
共
和
国
吉
林
省
の
長
春
市
人
民
政
府
は
一
九
九
一
年
八
月

に
、
軍
国
主
義
を
象
徴
す
る
ゆ
え
、
再
建
を
禁
止
す
る
命
令
を
出
し
た（

（6
（

。
公
文
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
と
い
う
名
指
し
は
避
け
た
が
、

外
国
の
一
部
勢
力
か
ら
復
興
を
図
る
動
き
が
あ
る
と
し
て
、
地
方
政
府
が
事
前
に
再
建
を
阻
止
し
た
と
い
う
。
観
音
信
仰
は
、
中

国
で
広
く
浸
透
す
る
と
い
え
ど
も
、
戦
争
に
起
因
し
て
誕
生
し
た
造
福
観
音
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
増
山
太
郎
編
著
『
聖
徳
太
子
奉
讃
会
史
』（
永
青
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）。
拙
著
『
戦
時
下
に
日
本
仏
教
と
南
方
地
域
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
五

年
）
所
収
の
第
三
部
第
一
章
「
真
如
親
王
奉
讃
会
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」。

（
2
）
李
世
淵
「
日
本
社
会
に
お
け
る
「
戦
争
死
者
供
養
」
と
怨
親
平
等
」（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻
博
士
学
位
論
文
、

二
〇
一
二
年
）
で
は
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
が
言
及
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
後
に
、
李
世
淵
（
이
세
연
）『
사
무
라
이
（
侍
）
의 

精

神
世
界
와 

佛
教
─
日
本
社
會
의 

戰
死
者
供
養
과 

怨
親
平
等
』（
ソ
ウ
ル
：
慧
眼
、
二
〇
一
四
年
）
と
し
て
、
韓
国
語
で
出
版
さ
れ
る
。
君
島
彩

子
『
観
音
像
と
は
何
か
─
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
近
・
現
代
』（
青
弓
社
、
二
〇
二
一
年
）
で
も
、
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

（
3
）
日
華
親
善
楔
観
音
の
来
歴
は
、
主
に
小
磯
国
昭
著
・
小
磯
国
昭
自
叙
伝
刊
行
会
編
『
葛
山
鴻
爪
』（
同
会
、
一
九
六
三
年
）、「
黄
之
巻

一
」
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の
「
麻
溪
庵
と
観
音
堂
」（
七
二
三
～
七
四
七
頁
）
を
参
照
し
た
。
同
書
は
、
敗
戦
後
に
連
合
国
国
際
軍
事
裁
判
所
で
Ａ
級
戦
犯
の
終
身
禁
固
刑

の
判
決
を
受
け
、
巣
鴨
拘
置
所
に
お
い
て
小
磯
が
執
筆
し
た
。

（
4
）
坂
井
田
夕
起
子
『
誰
も
知
ら
な
い
『
西
遊
記
』
─
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
戦
後
史
』（
龍
溪
書
舎
、
二
〇
一
三
年
）。

（
5
）
前
掲
、
小
磯
国
昭
『
葛
山
鴻
爪
』、
七
三
四
頁
。

（
6
）
前
掲
、
小
磯
国
昭
『
葛
山
鴻
爪
』、
七
三
八
頁
。

（
7
）
前
掲
、
小
磯
国
昭
『
葛
山
鴻
爪
』、
七
七
頁
。

（
8
）
無
署
名
「
日
華
親
善
楔
観
音
の
由
来
」（『
宗
教
公
論
』
第
一
三
巻
第
五
・
六
号
、
宗
教
問
題
研
究
所
、
一
九
四
四
年
六
月
）、
五
頁
。

（
9
）
前
掲
、
小
磯
国
昭
『
葛
山
鴻
爪
』、
七
三
三
頁
。
小
磯
は
神
仏
を
拝
ん
だ
が
、
同
書
に
は
他
宗
教
を
理
解
を
示
し
た
し
た
記
述
が
随
所
に
あ
る
。

例
え
ば
、
小
磯
は
第
一
二
師
団
参
謀
と
し
て
一
九
一
八
年
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
参
加
し
た
が
、
師
団
の
英
語
通
訳
が
日
本
ユ
ダ
ヤ
同
祖
論
の
酒
井

勝
軍
で
あ
っ
た
。「
鼻
つ
ぱ
し
の
強
い
痛
快
な
人
だ
な
と
思
つ
た
。
…
…
酒
井
君
は
特
色
を
帯
び
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」（
三
六
八
、
三
七
〇
頁
）
と

記
す
。

（
10
）
金
的
「
教
界
情
報
／
南
京
出
土
観
音

芝
公
園
に
立
つ
か
？
」（『
宗
教
公
論
』
第
一
一
巻
第
三
号
、
一
九
四
二
年
三
月
）、
三
四
頁
。

（
11
）
前
掲
、
小
磯
国
昭
『
葛
山
鴻
爪
』、
七
三
九
～
七
四
〇
頁
。

（
12
）
無
署
名
「
日
華
を
結
ぶ
楔
観
音

大
陸
の
戦
場
か
ら
芝
増
上
寺
へ
」（『
朝
日
新
聞
』
第
二
〇
八
九
〇
号
、
朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
一
九
四
四
年

五
月
一
五
日
）、
二
頁
。

（
13
）
無
署
名
「
日
華
親
善
楔
観
音
入
仏
式
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
四
一
六
号
、
中
外
日
報
社
、
一
九
四
四
年
五
月
一
五
日
）、
二
頁
。
浄
土
宗
増

上
寺
所
蔵
、
大
日
本
仏
教
会
史
料
、「
未
決
書
類
（
ビ
ル
マ
国
寄
遷
仏
舎
利
ノ
件
・
日
支
親
善
楔
観
音
ノ
件
・
公
葬
祭
ニ
関
ス
ル
件
）」（
分
類
番

号
・
大
―
五
―
一
二
五
）
に
含
ま
れ
る
、
書
類
「
日
華
親
善
楔
観
音
堂
入
仏
式
次
第
（
昭
和
十
九
年
五
月
十
四
日
午
前
十
時
）」。
大
日
本
仏
教
会

史
料
は
、
増
上
寺
史
料
編
纂
所
編
『
増
上
寺
史
料
集

附
巻
』（
増
上
寺
、
一
九
八
三
年
）
に
目
録
が
掲
載
。

（
14
）
前
掲
、
無
署
名
「
日
華
親
善
楔
観
音
の
由
来
」、
五
頁
。

（
15
）
前
掲
、「
未
決
書
類
」
に
含
ま
れ
る
、
書
類
「
ラ
ジ
オ
放
送
記
事
原
稿
─
「
日
華
親
善
楔
観
音
堂
入
仏
式
」
ノ
状
況
」。

（
16
）
前
掲
、「
未
決
書
類
」
に
含
ま
れ
る
、
書
類
「
申
合
事
項
案
」（
一
九
四
四
年
五
月
〔
空
欄
〕
日
、
署
名
者
・
財
団
法
人
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛

会
総
裁
小
磯
国
昭
、
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
住
職
大
島
徹
水
、
財
団
法
人
大
日
本
仏
教
会
会
長
酒
井
日
慎
、
立
会
者
・
文
部
省
教
学
局
宗
教
課
長

吉
田
孝
一
）。
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（
17
）
前
掲
、「
未
決
書
類
」
に
含
ま
れ
る
、
書
類
「
申
合
事
項
案
」。

（
18
）
前
掲
、「
未
決
書
類
」
に
含
ま
れ
る
、書
類
「
祭
文
」（
一
九
四
四
年
五
月
一
四
日
）。
名
義
は
「
日
華
親
善
楔
観
音
奉
賛
会

代
表

小
磯
国
昭
」。

（
19
）
前
掲
、
小
磯
国
昭
『
葛
山
鴻
爪
』
に
は
、
増
上
寺
境
内
の
「
観
音
堂
も
幸
に
五
重
塔
…
…
と
共
に
戦
災
を
免
れ
た
」（
七
四
五
頁
）
と
あ
る
が
、

五
重
塔
は
空
襲
で
焼
失
し
た
の
で
、
現
存
す
る
三
解
脱
門
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

（
20
）
「
法
人
設
立
許
可
取
消
処
分
公
告
」（『
官
報
』
第
三
五
二
八
号
、
財
務
省
印
刷
局
、
二
〇
〇
三
年
一
月
二
一
日
）、
一
二
頁
。

（
21
）
小
笠
原
長
生
『
観
音
物
語
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
六
年
）、
同
『
花
ふ
ゞ
き
』（
三
幸
堂
書
店
、
一
九
三
五
年
）
所
収
の
「
予
が
入
信
の
動
機
─

子
爵
よ
り
寄
進
さ
れ
た
千
手
観
音
図
」、
同
『
皇
国
に
於
け
る
観
世
音
の
信
仰
』（
和
光
社
、
一
九
三
八
年
）。
な
お
、
同
『
小
笠
原
長
生
全
集
』

（
全
八
巻
、
平
凡
社
、
一
九
三
六
～
一
九
三
七
年
）
に
、
観
音
関
係
論
考
の
一
部
が
再
掲
。

（
22
）
小
笠
原
長
生
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
の
提
唱
」（『
観
世
音
』
第
七
巻
第
五
号
、
観
世
音
世
界
運
動
本
部
、
一
九
四
三
年
六
月
）、
一
頁
。

（
23
）
小
笠
原
長
生
「
大
森
亮
順
上
人
を
懐
ふ
」（
浅
草
寺
編
『
大
森
亮
順
大
僧
正
』
浅
草
寺
、
一
九
五
一
年
）、
三
八
～
三
九
頁
。

（
24
）
「
大
東
亜
諸
民
族
を
観
音
信
仰
に
結
ぶ
／
大
東
亜
三
十
三
霊
場
を
選
定
／
け
ふ
、
讃
仰
会
発
会
式
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
一
三
九
号
、
一
九

四
三
年
六
月
一
二
日
）、
二
頁
。

（
25
）
前
掲
、「
大
東
亜
諸
民
族
を
観
音
信
仰
に
結
ぶ
」、
二
頁
。

（
26
）
前
掲
、「
大
東
亜
諸
民
族
を
観
音
信
仰
に
結
ぶ
」、
二
頁
。

（
27
）
「
大
東
亜
観
音
霊
場
設
立
趣
旨
」（『
観
世
音
』
第
七
巻
第
七
号
、
一
九
四
三
年
八
月
）、
表
紙
裏
。

（
28
）
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
に
つ
い
て
は
、
中
西
直
樹
「
戦
前
期
に
お
け
る
仏
教
国
際
大
会
の
変
遷
」（
中
西
直
樹
・
拙
編
『
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」

の
国
際
交
流
』（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
一
一
、
不
二
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
29
）
大
東
亜
仏
教
青
年
会
編
『
大
東
亜
仏
教
青
年
会
並
大
日
本
仏
教
青
年
会
要
覧
』（
大
東
亜
仏
教
青
年
会
、
一
九
四
四
年
）、
二
八
頁
。
復
刻
版
は
、

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
の
国
際
交
流
」
研
究
班
編
『
資
料
集
・
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
の
国
際
交

流
』
第
二
期
第
五
巻
（
不
二
出
版
、
二
〇
一
六
年
）
に
収
録
。

（
30
）
壬
生
照
順
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
運
動
の
進
展
」（『
観
世
音
』
第
七
巻
第
六
号
、
一
九
四
三
年
七
月
）、
一
～
三
頁
。

（
31
）
無
署
名
「
全
国
の
百
霊
場
で
一
斉
に
必
勝
祈
願
／
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
創
立
総
会
／
観
音
讃
仰
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
四
三
三
号
、
一
九
四

四
年
六
月
四
日
）、
二
頁
。
同
「
観
音
様
が
結
ぶ
大
東
亜
」（『
朝
日
新
聞
』
第
二
〇
九
一
八
号
、
同
年
六
月
一
二
日
）、
朝
刊
二
頁
。
同
「
観
音
鑽

仰
会
の
祈
願
会
」（『
読
売
報
知
』
第
二
四
二
二
一
号
、
読
売
新
聞
社
、
同
年
六
月
一
二
日
）、
朝
刊
二
頁
。
同
「
百
霊
場
一
斉
に
必
勝
祈
願
／
大
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東
亜
観
音
讃
仰
会
総
会
と
披
露
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
四
四
一
号
、
同
年
六
月
一
四
日
）、
二
頁
。

（
32
）
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
設
立
趣
意
書
」（『
興
亜
の
光
』
第
一
巻
第
五
号
、「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
創
立
総
会
記
念
特
集
号
」、
一
九
四
四
年
八
月
）、

一
三
～
一
四
頁
。

（
33
）
前
掲
、「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
設
立
趣
意
書
」、
一
五
～
一
六
頁
。

（
34
）
前
掲
、「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
設
立
趣
意
書
」、
一
六
～
一
八
頁
。

（
35
）
上
村
真
肇
「
大
東
亜
諸
地
域
観
音
霊
場
大
観
」（『
観
世
音
』
第
七
巻
第
五
号
、
一
九
四
三
年
六
月
）、
四
頁
。

（
36
）
上
村
真
肇
「
泰
国
盤
谷
国
立
図
書
館
所
蔵

現
存
和
漢
文
献
一
覧
目
録
」（『
大
正
大
学
々
報
』
第
三
三
巻
、
大
正
大
学
、
一
九
四
二
年
五
月
）。

同
「
大
東
亜
の
新
し
き
信

バ
ン
コ
ツ
ク
で
拝
ん
だ
観
音
様

上
・
下
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
〇
四
八
、
一
三
〇
四
九
号
、
一
九
四
三
年
二
月

二
三
、
二
四
日
）、
一
、
一
頁
。

（
37
）
前
掲
、
上
村
真
肇
「
大
東
亜
諸
地
域
観
音
霊
場
大
観
」、
四
～
五
頁
。

（
38
）
前
掲
、
上
村
真
肇
「
大
東
亜
諸
地
域
観
音
霊
場
大
観
」、
五
～
一
一
頁
。

（
39
）
前
掲
、
上
村
真
肇
「
大
東
亜
諸
地
域
観
音
霊
場
大
観
」、
四
頁
。

（
40
）
現
在
の
大
韓
民
国
に
あ
る
「
韓
国
三
十
三
観
音
聖
地
」
は
、
旧
植
民
地
時
代
か
ら
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
大
韓
仏
教
曹
渓
宗
韓
国
仏
教
文

化
事
業
団
と
韓
国
観
光
公
社
の
共
同
で
、
日
韓
観
光
交
流
年
の
二
〇
〇
八
年
に
創
始
し
た
。

（
41
）
無
署
名
「
共
栄
圏
内
に
観
音
霊
場

三
十
三
ケ
所
設
定
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
一
六
〇
号
、
一
九
四
三
年
七
月
七
日
）、
二
頁
。

（
42
）
前
掲
、「
大
東
亜
観
音
霊
場
設
立
趣
旨
」、
表
紙
裏
。

（
43
）
無
署
名
「
満
洲
国
の
観
音
讃
仰
運
動
／
大
東
亜
全
域
に
観
音
霊
場
を
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
一
七
四
号
、
一
九
四
三
年
七
月
二
三
日
）、
二
頁
。

（
44
）
前
掲
、
壬
生
照
順
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
運
動
の
進
展
」、
二
頁
。

（
45
）
前
掲
、
壬
生
照
順
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
運
動
の
進
展
」、
二
頁
。

（
46
）
前
掲
、「
満
洲
国
の
観
音
讃
仰
運
動
／
大
東
亜
全
域
に
観
音
霊
場
を
」、
二
頁
。

（
47
）
前
掲
、
壬
生
照
順
「
大
東
亜
観
音
讃
仰
運
動
の
進
展
」、
二
～
三
頁
。

（
48
）
前
掲
、「
大
東
亜
観
音
讃
仰
会
設
立
趣
意
書
」、
一
八
～
一
九
頁
。

（
49
）
前
掲
、「
満
洲
国
の
観
音
讃
仰
運
動
／
大
東
亜
全
域
に
観
音
霊
場
を
」、
二
頁
。

（
50
）
無
署
名
「
満
洲
国
観
音
霊
場
創
設
進
捗
す
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
二
六
〇
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月
三
日
）、
二
頁
。
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（
51
）
「
大
東
亜
各
地
に
観
音
霊
場
建
設
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
四
九
〇
号
、
一
九
四
四
年
八
月
一
六
日
）、
二
頁
。

（
52
）
前
掲
、「
大
東
亜
各
地
に
観
音
霊
場
建
設
」、
二
頁
。

（
53
）
無
署
名
「
満
洲
国
首
都
、
大
同
広
場
に
／
慈
眼
視
衆
生
の
造
福
大
観
音
像
竣
る
／
ち
か
く
開
眼
式

張
る
国
務
総
理
の
奉
建
縁
起
」（『
中
外
日

報
』
第
一
三
二
〇
六
号
、
一
九
四
三
年
八
月
二
九
日
）、
三
頁
。『
南
瀛
仏
教
』
第
二
一
巻
第
一
〇
号
（
台
湾
仏
教
会
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
、
二

八
～
二
九
頁
）
に
も
転
載
。

（
54
）
無
署
名
「
生
か
す
観
音
信
仰
／
華
北
に
卅
三
霊
場
選
定
」（『
中
外
日
報
』
第
一
三
二
六
二
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月
六
日
）、
二
頁
。

（
55
）
前
掲
、「
生
か
す
観
音
信
仰
／
華
北
に
卅
三
霊
場
選
定
」、
二
頁
。

（
56
）
無
署
名
「
後
記
」（
前
掲
、『
興
亜
の
光
』
第
一
巻
第
五
号
）、
一
九
頁
。

（
57
）
水
野
梅
暁
編
『
日
本
文
化
与
中
国
先
賢
』（
大
日
本
仏
教
会
、
一
九
四
二
年
）、
一
〇
八
頁
。

（
58
）
無
署
名
「
共
栄
圏
大
使
へ
観
音
像
」（『
朝
日
新
聞
』
第
二
〇
九
一
〇
号
、
一
九
四
四
年
六
月
四
日
）、
三
頁
。

（
59
）
前
掲
、
小
笠
原
長
生
「
大
森
亮
順
上
人
を
懐
ふ
」、
三
八
～
三
九
頁
。

（
60
）
公
文
書
、
長
春
市
人
民
政
府
弁
公
庁
「
長
春
市
人
民
政
府
関
於
堅
決
禁
止
重
建
原
〝
造
福
観
音
霊
場
〟
的
通
告
」（「
長
春
市
人
民
政
府
文
件
」

長
府
発
［
一
九
九
一
］
六
二
号
、
一
九
九
一
年
八
月
）。
な
お
台
湾
花
蓮
の
和
南
寺
（
一
九
六
七
年
傳
慶
和
尚
開
基
）
に
は
、
造
福
觀
音
（
一
九

八
二
年
開
眼
）
が
あ
る
が
、
本
論
で
述
べ
た
満
洲
の
造
福
観
音
と
は
関
係
が
な
い
と
見
ら
れ
る
。

（
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
、
文
化
庁
宗
務
課
専
門
職
）


